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ユダ ヤ 白 人 の 虐殺 


「 進 行 中 の ユダ ヤ 人 に よる 白人 大 量 虐 殺 の 事実 と 手段 の 提示 」 
グロ ー バ ル と その 解決 策 」 


「 統 合 は 大 量 虐殺 の 婦 曲 表現 で ある 」 - 著者 
索引 : 
虐殺 の 10 段 階 
南ア フリ カ の リ ダ ッ クス 
虐殺 の 手段 : 非 白 人 


も う 私 た ち は 全員 パレ スチ ナ 人 で す 


悪者 化 、 下 外 、 犯 罪 化 


虐殺 の 10 段 階 


GenocideWatch.net の グレ ゴリ ー・ ス タン トン は .2012 年 に 「10 段階 」 と いう タイ トル の 記事 を 書き まし た 。 

「 大 量 虐殺 」 は 、 歴 史 的 に 起こ っ た ほとん どの 虐殺 が 従う 典型 的 な 手順 を 概説 し て いま す 。 こ の プレ ゼン テー シ 
ョ ン は 、 こ れ ら の 段階 を 現在 進行 中 の 白人 人 種 の ユダ ヤ 人 虐殺 と 関連 付け る こと を 試み 、 白 人 が 自分 た 
ち に 何 が 行わ れ て いる か を より よく 理解 で きる よう に する こと を 目的 と し て いま す 。 そ し て 、 彼 ら に 衝撃 を 与え 
て 、 そ の プロ セス を 抑制 し 、 生 物 学 的 集団 お よび その 文化 と し て の 白人 の 意図 的 な 抹殺 を 促進 する 者 た ち を 視 
する た め の 行 動 を 起こ させ る の で ある 。 
十分 な 数 の 人 々 が 白人 の 生存 の た め に 立ち 上 が る こと を 期待 し て 、 こ の プレ ゼン テー ショ ン が 自分 た ち に 何 を され て 
いる か を 十分 に 理解 し て いな い 人 々 に 広め る こと を 要求 し ます 。 


スタ ント ン が 記事 の 中 で 提唱 し た 10 の 段階 は 次 の と お り で す 。 


1) 「 分 類 」: 「 私 た ち 対 彼ら 」。 2) 「 象 徴 化 」: 「 識 別 子 が グル ー プ に 適用 され る ( 例 : 「 奴 隷 労働 者 」 と 「 入 植 者 」): 3) 「 差 別 」: 「 グ 
ルー プ に 対す る 組織 的 な 差別 。 4) 非 人 間 化 :「 集 団 は 害虫 動物 や 病気 と 同一 視 さ れる 」。 5) 「 組 織 」: 「 特 殊 部 隊 」 


差別 を 強制 する た め に 作ら れ た も の 」、6) 「 二 極 化 」: 「 大 衆 を グル ー プ に 敵対 させ る た め に 使用 され る プロ パ 
ガン ダ 」 、7) 「 準 備 」: 「 グ ルー プ の 人 々 を 排除 また は 「 移 動 」 さ せる た め の 公 的 措置 」、8) 「 迫 害 」: 「 殺 害 」 財 産 の 
初 盗 を 含む 、 試 験 的 な 虐殺 が 始ま る 」: 9) 「 絶 滅 」: 「 組 織 的 な 排除 グル ー プ は も は や 人 間 と は みな され な 

い 」: 10) 「 否 認 」: 「 大 量 虐 殺 は な か っ た 」( 例 : ホロ ドモ ル ) 
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1) 「 分 類 」: 「 私 た ち 対 彼ら 」 社会 の レト リッ ク は 、 虐 殺 の 対象 と な る グル ー プ と それ に 敵対 する グル ー プ を 和解 で き な い 
分 像 また は 対立 と し て 描く よう に 変更 され ます 。 


「 私 た ち 対 彼 ら 」、 そ し て それ に 基づい て 、 ど ちら か の グル ー プ の 側 に つく か と いう 問題 で す 。 9.11 同時 多発 テロ 事件 の 頃 の 仮想 通貨 コ ダ ヤ 人 ジョ ー ジ 
W ブッ シュ の レト リッ ク は 、「 あ な た は 私 た ちと 一 緒 に いる か 、 テ ロリ スト と 一 緒 に いる か の どちら か で す 」 と 当て は まり ます 。 


「 あ な た は テロ リス ト か 自由 の 戦士 の どちら か で す 」、「 私 た ち 」 は メッ セー ジ を 伝え る 人 々 で す 。 


メデ ィ ア と 学術 制度 、 そ し て すべ て の 出版 会 社 (雑誌 新聞 、 定 期 刊 行 物 ) は 、 お そら < 数 パー セン ト (2 て 49) 役 
ら の 管理 下 に な いも の の 、 し っ か り と ユダ ヤ 人 の 手 に 握ら れ て いる の で 、「 我 々 」 が また は 「 私 た ち 」 が 発声 され る と 、 そ の 意 
味 は ユダ ヤ 人 で す 。 
すべ て の 情報 器 互 を ほぼ 完全 に 制御 し ます 。 今 日 の 社会 で テロ リス ト と し て 中 傷 さ れ て いる 人 々 は 、 国 連 と 中 央 銀行 シス テム を 
通じ て 世界 を 支配 し て いる ユダ ヤ 陰 課 団 が 憎み 、 権 力 へ の 償 威 と し て 排除 し た いと 考え て いる 人 々 ば か り で ある 。 集 団 と し て の 白 
人 こそ が 最も 重大 な 脅威 で ある 。 中 東 の アラ ブ 人 も 黒人 も 相手 で あり 、 そ の た め 、 こ れ ら の グル ー プ を ター ゲッ ト に し た 好戦 
的 な レト リッ ク と 、 同 時 に ユダ ヤ 人 を これ ら の グル ー プ に よっ て 犠牲 に な っ た 被害 者 グル ー プ と し て 描写 し 、「 私 た ち , 対 
「 彼 ら 」 と いう 和解 で き な い 関係 力学 を 確立 し て いる 。 白 人 と 他 の 2 つの グル ー プ が 好戦 的 な 侵略 者 で ある と 示唆 する 敵対 、 ま 
た は 


悪党 。 こ の レト リッ ク は 、 あ ら ゆ る 情報 機関 に よっ て バイ ラル か つ 遍 在 的 に 拡散 され 、 非 ス ダ ヤ 人 の ユダ ヤ 人 は 、 自 分 た ちの 反対 
を 攻撃 し 、 弱 体 化 さ せる た め の 道 具 と し て 利用 する こと が 、 古 典 的 に 、 自 分 た ちの 反対 を 確立 する た め に 「 私 た ち 対 彼 ら 」 と い 

う 二 分 法 を 繰り 返す こと に よっ て 条件 づけ られ て いる 。 マ イナ ス 光 (ステ ー ジ を 反射 ) 

4 標的 と な っ た グル ー プ の 「 非 人 間 化 」).…. この プロ パガン ダ を 効果 的 に 広め 、 標 的 と な っ た 聴衆 (ユダ ヤ 人 の 「 シ ャ ー 
ボス ・ ゴ イム 」 、 彼 ら の 有用 な 愚か 者 ) の 心 に メッ セー ジ を 植え 付け る た め に 、 特 殊 な ラベ ル が 作成 され 、 そ の グル ー プ に 投影 され 
ます 。 そ れ は 大 量 虐 殺 プ ロ セ ス を 促進 する た めで す 。 


これ は ステ ー ジ 2) 「 記 号 化 」 で す 。 「 反 ユダ ヤ 主 義 者 」( ユ ダ ヤ 人 に 対し て 批判 的 また は 反対 する 者 ) な どの 用 
語 。 「 反 ユダ ヤ 主 義 」( 反 ユダ ヤ 主 義 者 の 行動 、 ユ ダ ヤ 人 自体 に 対し て 批判 的 / 反 対 的 な 行為 ) 
「 ユ ダ ヤ 人 」 で ある と 主張 し た り 、 ユ ダ ヤ 人 自身 に よっ て 提 造 され た 歴史 で ある いわ ゆる 「 聖 書 」 の 「 セ ム 」 に 由来 する も の ) 
は 、 ユ ダ ヤ 人 を 「 抑 圧 」 と 「 迫 害 」 の 犠牲 者 と し て 確立 する た め に 作ら れ ま し た 。 そ の 他 の 用 語 
「 白 人 至上 主義 」 や 「 白 人 至上 主義 者 」 と いう 言葉 が で っ ち 上 げ ら れ 、 標 的 に 投影 され 、 彼 ら が ユダ ヤ 人 に 対す る 敵意 だ け で な く 、 
謀 権 その も の と いう 隠れ た 動機 を 攻撃 的 な 形 で 持っ て いる よう に 描写 され る 。 こ れ は 通常 、 ユ ダ ヤ 人 の 優位 性 が 白人 に 投影 
され 、 白 人 の 被害 者 意識 が ユダ ヤ 人 に よっ て 隠れ る 盾 と し て 取り 上 げ ら れる と いう 事実 の 逆転 の 形 を と る 。 


白人 文化 に 由来 する も の な ど 、 他 の シン ボル は 不道徳 で 不快 な も の と し て 描か れ て いま す 。 
今回 の ユダ ヤ 人 虐殺 プロ セス は 、 ユ ダ ヤ 人 の 管理 権力 構造 に よっ て 非 合 法 化 さ れ た 「 犯 罪 I で あり 、 そ れ ら を 公 に 展示 し た り 、 
さら に は 個人 的 に 所 持 し た り し た 場合 展示 また は 所 持 し た 人 は 生命 を 脅かす 状態 に さら され る こと に な る 。 失 業 。 金 銭 的 
な 割 金 。 彼 ら を 憎む た め に 脳 を 汚染 され 、 彼 ら に 危害 を 加え る 自由 を 与え られ た 暴力 的 な 非 白人 た ち を 投獄 する こと 。 の 


し た が っ て 、 白 人 の 文化 は 暴力 と 犯罪 と 結び つい て お り 、 違 法 と な り 、 
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その 影響 は 、 白 人 人 口 の 士気 を 低下 させ 、 彼 ら の 祖先 の アイ デン ティ ティ と それ に 基づい て 生物 学 的 集団 と し て の 現在 の 存在 を 
考慮 し な いよ うに 条件 付け し 、 し た が っ て 彼ら の 意欲 を 減退 させ る こと で ある 。 彼 ら の アイ デン ティ ティ を 維持 する た め 、 こ れ 
は 国連 の 定義 に よる 大 量 虐殺 行為 で す 。 


この 白人 中 傷 に 関連 し た メデ ィ ア で の 継続 的 な ドラ ム ビ ー ト は 、 
白人 グル ー プ を 否定 的 な 見 方 で 見 る よう に 大 衆 の 心 を 条件 付け し 、 白 人 自身 を 含む 大 衆 の 側 の 差別 的 行動 を 奨励 し ま 
す 。 こ れ は 第 3 段階 (3) の 始ま り で あり 、 文 化 を 皮 め られ た 集団 と 彼ら 自身 に 対す る 組織 的 な 差別 で あり 、 彼 ら の 歴史 
に 対す る 攻撃 と 改ざん に よっ て 、 人 々 の 心 の 中 に 創造 され ます 。 


この グル ー プ の イメ ー ジ は 、 完 全 に 邪悪 で 、 不 道徳 で 、 劣 で 、 不 法 な も の で ある と いう イメ ー ジ を 大 衆 に 広め て いま す 。 


これ は 検討 され て いる 事件 に お いて 、 白 人 が 非 白人 を 有害 か つ 悪 意 を 持っ て 奴隷 化し 、 彼 ら の 社会 を 植民 地 化し た 
悪魔 で ある と 確立 する 「 非 人 間 化 」 段 階 4 で ある が 、 そ の よう な プロ セス は 主 に ユダ ヤ 人 に よっ て 画策 され 、 扇 動 さ れ た も の で 
あり 、 非 白人 で ある こと は 議論 の 余地 が ある が 、 - 白 人 は 、 白 人 の 影響 (ユダ ヤ 人 の 支配 下 で は ある が ) の 押し 付け か ら 、 そ 
う で な い 場 合 より も 恩恵 を 受け まし た 。 
また 、 特 に この 瞬間 (2020 年 ) に お いて は 、 白 人 は 、 大 し た 価値 も な く 、 む し ろ 純 粋 に 否定 的 な 価値 を 持つ 単なる 遺伝 子 変 
異体 また は 欠陥 存在 と し て 描か れ て いる 。 ハ ー バ ー ド 大 学 の 似非 知識 人 教授 ノエ ル ・ イ グ ナ テ ィ エ フ が 「 白 人 人 種 を 廃止 せよ 」 
と 述べ た よう に 、 人 種 と 白人 は ひい て は 現実 性 の な い 生 物 学 上 の フィ クシ ョ ン に すぎ な いと 主張 し た 。 


し た が っ て 、 こ の ユダ ヤ 人 の 推定 上 の 権威 (アイ ビー リー グ の 教授 で ある ) の 側 の 意図 は 次 の と お り で ある 。 
それ は 人 民 集 団 の 存在 を 否定 する こと で あり 、 了 国連 の 定義 に よる 大 量 虐 殺 行 為 で や る 。 ユ ダ ヤ 人 の 情報 機関 に お ける 白 
人 の 描写 は 、 最 上 層 か ら 最 下層 (学術 界 か ら 映画 や 音楽 ) に 至る まで 、 常 に 非 人 間 的 な 性 質 の も の で あり 、 白 人 を 最も 粗野 で 、 魅 力 
が な く 、 作 辱 的 な 光 で 描い て いる 。 す な わ ち 、 白 人 男性 を オカ マ (白人 男性 ) と し て 描い て いる 。 ソ ドミ ー の 行為 は ほとん 
どの 人 に 嫌悪 感 を 引き 起こ す ) 、 年 老い て 足 が 不 自由 で 知恵 の 遅れ た キャ ラク ター は 暴力 的 で 不 合理 な 傾向 を 持ち 、 社 会 に 
と っ て 脅威 で あり 、 し た が っ て 犯罪 者 と され る 道徳 的 義務 を 伴う 準 「 犯 罪 者 』 の キャ ラク ター を 表し て いる 。 白 人 女性 は 愚か 
者 と し て 扱わ れる 。 コ ント ロー ル の 異常 者 。 不 合理 な : 貴 黙 の 偏見 と 「 人 種差 別 主義 者 」、 つ まり 。 非 白人 や ユダ ヤ 人 に 
対し て 否定 的 な 態度 や 行動 を と る こと ) 。 


も ちろ ん 、 こ れ は メデ ィ ア 上 の 単なる 描写 に すぎ ませ ん 。 そ ん な 描写 が 脳裏 に 広がる 
そし て 最終 的 に は 、 集 団 と し て の 白人 、 特 に あら ゆる 年 齢 の 白人 男性 に 対す る 偏見 を 表明 する 非 白 人 、 さ ら に は 白人 自身 の 行動 に 
影響 を 与え 、 彼 ら に 危害 を 加え る こと に な り ま す (心理 的 虐待 、 教 師 、 雇 用 主 や 従業 員 に よる 疎外 と 中 傷 ) 。 


5) この 一 般 化 され た 行動 バイ アス の 東 は 、 最 終 的 に 法律 の 制定 や 法律 の 中 で 成文 化 さ れる こと に な り ま す 。 

この グル ー プ に 対す る 政策 : 米 国 に お ける アフ ァ ー マ ティ ブ ・ ア クシ ョ ン や 、 す べ て の 白人 男性 に 魅力 の な い 仕 事 や 、 自 分 た ち に と 
っ て ふさ わし く な い 仕 事 で 働か せる な ど 、 就 職 の 機会 を 否定 する 同様 の 反 白 人 法 ( 例 : 白 人 男性 は 、 専 門 家 で あっ た 

人 が 匿名 の 会 社員 の レベ ル に 降格 され 、 会 社員 だ っ た 可能 性 の ある 人 が サー ビス プロ バイ ダー の レベ ル に 降格 され た 、 白 人 の 
一 般 的 な 地位 と 職務 の 降格 
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男性 ) : 白 人 に 対す る 結社 の 自由 を 否定 し 、 あ ら ゆ る 組織 や 集団 、 物 理 的 な 生活 圏 へ の 非 白人 の 参加 を 拒否 で き な い 
よう に し 、 せ い ぜ い 小 規 模 な 非 公式 の 集まり を 除い て 、 白 人 は 常に 非 白人 に 囲ま れる こと を 法 的 に 強制 する 。 


6) 「 二 極 化 」 は 段階 1) の 「 私 た ち 対 彼ら 」 の 加速 て し て さら に 起こ り 、 白 人 は 悪役 の 「 す べ て の 敵 」 と し て 描か れ 、 そ の 結 
果 、 そ の アイ デン ティ ティ が 望ま し く な い 社 会 の の け 者 と し て の 資格 を 与え られ 、 そ の 結果 、 根 絶 し な けれ ば な ら な い 
韻 気 の 性 質 。 こ れ は 、 よ りあ か ら さ まな 形 で の 大 量 虐 殺 の レト リッ ク で あり 、 


7) 「 準 備 」: 「 グ ルー プ の 人 々 を 排除 また は 「 移 動 」 さ せる た め に と られ る 正式 な 措置 」。 統 一 国家 で 提起 され た バル カン 
化 政策 は この 役割 果たし て お り 、 ほ ぼ 間 違い な く 、 ユ ダ ヤ 人 の 祖先 が 築い た 社会 か ら 白 人 を 践 外し 排除 する こと を 意図 し 
て いる 。 


これ は 、 白 人 が 長い 間 住ん で いる 世界 の すべ て の 主要 な 場所 で すでに 行わ れ て いま す 。 
か つて の 白人 社会 へ の 非 白人 の 意図 的 な 移入 は 事実 上 白人 の 領土 か ら の 民族 浄化 を も た らし 、 白 人 を 領土 か ら 剥 礁 する 地 
下手 段 で ある 。 非 白人 に 伴う 避け られ な い 犯 罪 や 暴力 (マイ クロ アグ レッ ショ ン も 同様 ) か ら 生活 空間 を 守る た め に 白人 
が 都市 中 心 部 か ら 逃 げ て きた すべ て の 地域 に 政府 また は 民間 の NGO を 設立 する こと は 、 自 発 的 な 行動 を 否定 する た 
め 、 ジ ェ ノ サイ ド の さら な る メカ ニズム で ある 。 法 律 と 排他 的 領土 に よる 結合 に より 、 白 人 を 別個 の 民族 グル ー プ と し 
て 保持 する こと が 妨げ られ る 。 抑 圧 と 戦う と いう 名 目 で 白人 が 多数 を 占め る 地域 に 非 白人 専用 の 飛び 地 を 設立 する 例 
(白人 が 植民 地 化 さ れ 、 ユ ダ ヤ 人 や その 非 白人 奴隷 に よっ て 上 流 階級 の 白人 と 植民 地 化 され 、 抑 圧 され 、 搾 取 さ れ 
て いる と き 、 白 人 が 抑圧 者 で ある こと を 暗示 し て いる ) シ ャ ボス ・ ゴ イム が プロ セス を 促進 し ます ) 。 


し た が っ て 、 段 階 7) は すべ て の 白人 被 創造 国 で すでに 進行 し て お り 、 必 然 的 に 8) に 向かう こと に な り ま す 。 

「 迫 害 」 :「 殺 害 が 始ま り 、 財 産 の 初 盗 を 含む 虐殺 が 試行 され る 」。 こ れ は 、 犯 罪 統計 の 改ざん や 非 犯罪 者 へ の 刑事 罰 の 軽 
減 を 通じ て 、 ユ ダ ヤ 人 の 手 に ある あら ゆる 情報 機関 に よっ て 軽視 され 、 単 に 否定 され 、 無 視 さ れ な が ら 、 す べ て で は な い に し 
て も ほとん どの 白人 諸国 で 密か に 低 規模 な レベ ル で 進行 し て いま す 。 暴 力 犯罪 (暴行 強姦 、 人 、 強 盗 B&E な ど ) 

の 白人 被害 者 に 対す る 白人 の 犯罪 者 。 し た が っ て 、 打 害 は すでに 始ま っ て いる が 、 軍 事 規模 の 攻撃 の レベ ル に は 達し て いな い 
が 、 間 も な くす べ て の 白人 諸国 で 殺害 が 進行 中 で ある こと は ほぼ 確実 で ある 。 農 場 へ の 低級 襲撃 は 通常 、1960 年 代 の 黒人 
暴動 や 現在 の 黒人 の 命 は 重要 な テロ 組織 に よる 行動 に 軸 え て 、 ユ ダ ヤ 人 と その 野 記 人 が 暴力 的 侵略 を 開始 する 手段 で あ 

る 。 こ れ は 抑圧 と 戦う と いう 名 目 で 「 助 け の 叫び 」 を 装っ て いる が 、 実 際 に は これ は 白人 に 対す る 暴力 の 押し 付け の 隠れ 状 

に すぎ な い 。 第 8 段階 は 、 白 人 社会 に 細い 一 端 と し て 導入 され て お り 、 ひ と た び ユ ダ ヤ 陰 謀 団 に よる 生物 学 的 集合 集団 と 

し て の 白人 に 対す る 適切 な 圧力 が 加え られ る と 、 白 人 人 種 の 生命 線 が 断 た れる 恐れ が ある 。 こ れ に より 迅速 な 移行 が 可能 
に な り ま す 。 
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9) 「 絶 滅 」: 「 も は や 人 間 と は みな され な い 組 織 的 排除 グル ー プ 」。 明 ら か に この 時 点 で 、 ユ ダ ヤ 人 が 管理 する メデ ィ ア で は 白人 は も 
は や 人 間 と し て 表現 され て いな い (と みな され る ) た め 、 集 団 と し て の 白人 に 対す る 先制 攻撃 の 準備 が 整っ て いる 。 ユ ダ ヤ 人 が すでに 
全 白 人 社会 に 導入 し て きた 、 中 国 と ロシア の 億 兵 と 非 白人 奴隷 を 率い て 白人 に 対し て 聖戦 士 使 お うと する ユダ ヤ 人 の 試み が ユダ ヤ 人 
た ち に 成功 する と し た ら 、 


ドロ ー ン や 人 工 衛星 を 使っ て 突撃 を 指揮 し 、 紛 争 を 細か く 管 理 す る 必要 は な い 。 
白人 が 懸念 すべ きこ と : 


ステ ー ジ 10) 「 否 認 」: 「 虐 殺 は な か っ た 。 そ れ は 単なる 陰謀 諭 だ 。」 彼 ら は 単に 彼ら の 霊 が 埋葬 地 の 上 か ら 見 下ろ し て いる だ け で 存在 し 
な いか ら で す 。 白 人 の 記憶 を 冒 流 する 手段 以外 に は 、 ユ ダ ヤ 人 と その 奴隷 に よっ て 墓碑 銘 が そこ に 置か れる こと は あり ませ ん で し た 。 


し た が っ て 、 す べ て の 白人 が 単に 言葉 だ け で な く 、 
それ は 、 彼 ら の 救い よう の な い 敵 で ある ユダ ヤ 人 に よっ て 準備 され た 大 量 虐 殺 に 対す る 行為 を 通し て で し た 。 非 公式 か つ 非 公式 に 
組織 を 始め まし ょ う 。 コ ミュ ニテ ィ と つなが り を 構築 する 。 安 全 な 防御 を 確立 する 。 ユ ダ ヤ 人 が 引き 起こ そう と し て いる 出来 事 に 関連 する こ 
の コン テン ツ や その 他 の コン テン ツ の ウイ ルス 複製 を 通じ て 、 ユ ダ ヤ 人 と いっ う 英 を 暴露 し ます 。 ミ ー ム を 作成 し 、 チ ラ シ や ステ ッ カ ー に 印刷 
し て 、 こ の 「 ユ ダ ヤ 人 白人 虐殺 」 の メッ セー ジ を で きる 限り 秘密 裏 に 公 に 公開 し まし ょ う 。 


ユダ ヤ 人 が 画策 し た 白人 大 量 虐殺 の 第 8 段階 が 現在 白人 に 迫っ て お り 、 そ の 手先 が 摘発 され て 反対 され る か 、 白 人 に 対す る 大 量 
虐殺 と な る か の どちら か だ ろう 。 


南ア フリ カ の リ ダ ッ クス 


アフ リカ の 脱 植民 地 化 の 続編 は 白人 に 課せ られ て いる が 、 今 回 は 彼ら の 祖国 の み で ある 。 つ まり 、 意 図 さ れ た 白人 の 「 脱 
植民 地 化 」 は 単に 自国 の 白人 の 意図 され た 大 量 虐殺 で あり 、 次 の よう な 程度 まで 「 脱 植民 地 化 」 さ れる 。 彼 ら は 自分 の 命 を 守る の に 十分 な 
力 を 持た ず 、 記 憶 か ら 消去 され ます 。 こ れ は 、 本 物 の ユダ ヤ 人 、 フ リー メー ソン 、 お よび その 下層 階級 の 手先 (キリ スト 教徒 、 リ ベラ ル 派 、 非 
白人 ) の 劇場 の 監督 に に っ て 、 ロ ー デ シア と 南ア フリ カ の 続編 で ある 。 


アフ リカ の 脱 植 民 地 化 は 、 表 面 上 の 平等 つま り 世 俗 的 ヒュ ー マ ニ ズム の 「 権 利 」 に 基づく 言説 明らか に 価値 の な い 者 (特に 障 
害 者 、 知 的 障害 者 、 非 白人 ) で あれ ば 、 す べ て の 人 が 無料 の 昼食 を 得る 権利 が ある と いう 平等 主義 の 建前 の 下 で 始ま っ た 。 こ の 言説 の 役割 は 、 
何 百年 も 前 、 多 く の 場合 は 何 千年 も 前 に アフ リカ で 白人 が 占領 し て いた 領土 か ら 白 人 を 暴力 的 に 排除 する と いう 目的 を 果たし て きた ( す 
な わ ち 、 エ ジ プ ト 現代 エチ オ ピ ア の サバ エン 文明 、 ソ マリ ア が 植民 地 と な っ た シュ メー ル 植 民 地 プン ト ) 。 現 在 位置 し て いる の は エリ ト 
リア 、 モ ロッ コ 、 リ ビア 、 マ リ な ど ) 。 し か し 、 彼 ら は 過去 100 年 以上 に わた っ て 、 現 代 の エン ジニ アリ ング と テク ノロ ジー を 使用 し て 新た に 
作成 し た も の で す 。 


白人 が 非 白人 に 文明 の 賜物 を 授け る よう に 仕向 けた の は 、 キ リス ト 教 の 病 的 利他 主義 で あり 、 単 に 非 白人 を 虐殺 し た り 
自分 た ちか ら 完 全 に 隔離 し た りす る こと は な か っ た (そし て 、 非 白人 を 雇用 し 、 白 人 に よる 面倒 な 仕事 を 避け た いと いう 願望 も あっ た ) 
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彼ら 自身 ) : ほ と ん どの アフ リカ 植民 地 で 白人 が 自発 的 に 解散 解散 に 至っ た の も 、 こ れ と 同じ 病 的 利他 主義 で あり 、 
黒人 が 自分 た ち が 生 み 出 し た 富 (鉱業 、 農 業 、 イ ン フ ラ な ど ) の すべ て を 黒人 プラ ン テ ー シ ョ ン が 吸収 で きる よう に し た の 
で ある 。 所 有 者 た ち は 、 白 人 の 外国 援助 (後者 の 白人 政府 の 支配 を 通じ て ユダ ヤ 人 に よっ て 盗ま れ た ) に 依存 し て 同種 の 
人 々 が 浪費 され る の を 放置 し な が ら 、 即 座 に 自分 た ち を 売り 払っ て 個人 で 富 を 築く よう に な っ た 。 


社会 ) 生 計 の 手段 と し て 、 彼 ら が 才能 を 持っ て 王 の よう な 生活 を 送っ て いる 間 、 住 民 を 平定 し まし た 
土地 、 邸 宅 、 宮 殿 。 


現在 白人 人 口 が アフ リカ に 築い た 領土 は 廃 玉 と 化し 、 腐 敗 と 衰退 は 彼ら の 不在 と 無力 化 に 比例 し て お り 、 ア フリ 
カ の 白人 に よっ て 設計 され ロー マ と ギリ シャ を イメ ー ジ し て 作ら れ た か つて の 輝かしい 社会 は 衰退 し た も の と な っ て いる 。 ア 
ー カ イブ に 保管 され て いる 、 使 い 古 さ れ て 黄ばん だ 写真 の 残骸 で あり 、 リ アル タイ ム の 物理 的 な 形 で は 、 若 い 頃 に 撮影 
され た 写真 が 州 間 の 明らか な 対照 を 志 し て いる 高齢 の が ん 患者 に 似 て いる だ け で す 。 白 人 の 統治 下 で は 、 ア フリ カ 大 陸 は 
繁 と 発展 を 約束 され た 偉大 な 大 陸 で あり 、 ロ ブス ター や ロブ スタ ー の 宝庫 の 上 を 店 う ゴ キ ブ リ の よう に 、 そ の 豊か な 富 を 
貧 欲 に 食い 荒らし 、 さ ら に 多く の も の を 生み 出す 非 白人 の 黒人 未開 人 た ち に と っ て は 恩恵 だ っ た 。 彼 ら の 子孫 を 食べ て パン 
粉 を 終わ ら せ ま す 。 今 日 の アメ リカ 、 そ し て 他 の すべ て の 白人 が 作っ た 祖国 (オー スト ラリ ア か ら フ ラン ス な ど ) も 以下 に 概 
説 す る プロ セス を 経て 、 ア フリ カ 植 民 地 の 脱 植民 地 化 が 始ま っ た 頃 と 同様 の 状態 に 陥っ て いる 。 


1) 非 白人 に 平等 の 権利 を 与え る こと で 、 そ の 領土 を 正当 な 場所 と する 白人 の 創造 主 を 犠牲 に し て 彼ら に 権限 を 与え ます 
(ロッ キー の 所 有 権 理論 に よれ ば 、 彼 ら の 労働 を 土壌 と 混ぜ 合わ せ て 所 有 権 を 獲得 し ます ) 。 議 会 制 民 主 主義 イデ オロ ギ 

ー/ 政 治 制度 に 基づく 平等 な 権利 を 持つ と いう こと は 、 非 白人 は 放 薄 野 窒 人 と し て の 特徴 的 な 役割 を 果たし 、 可 能 

な 範囲 で 餌 を 与え 、 比 例 し て 繁殖 する だ け で よい こと を 意味 し た (福祉 や 施し で 餌 を 与え れ ば 与え る ほど 、 彼 ら は より 多く 

の 同種 の 人 々 を 構想 し 、 こ れ は 白人 労働 者 階級 を 犠牲 に し て 、 そ れ に 応じ て 白人 労働 者 階級 は さら に 貧困 に 陥り 、 シ ャ ー 

ボ < ゴ イ 白 人 上 流 階 級 人 種 の 裏切り 者 (フリ ー メ ー ソ ン 、 キ リス ト 教 徒 、 リ ベラ ル 派 ) の 手段 に よっ て 野 刻 人 に 取っ て 

代わ られ た 。 こ の よう に 、 白 人 は 当初 、「 平 等 や 「 人 権 」 な ど と いう 感傷 的 な 装い の 下 で 権利 を 剥 堆 さ れ た 。 


2) 非 白 人 は 、 ユ ダ ヤ 人 が 世紀 未 以来 支配 し て きた ユダ ヤメ ディ ア と 学術 制度 に よっ て 洗脳 され 、 脳 が 汚染 され 、 白 人 の 士気 
を くじ く た め に 第 二 次 世 界 大 戦 の トラ ウマ に 基づい た マイ ンド コン トロ ー ル が それ 以来 ます ます 使用 され て きた 。 彼 ら 
が 持っ て いた よう な 人 口 

彼ら の 「 特 権 」 の た め に 罪 を 償う 手段 と し て 、 非 白人 に 対し て さら に 大 き な 権 力 と 「 機 会 均等 」 を 譲歩 する 意欲 。 そ れ 

は 、 糞 塚 に し ゃ が み 込 み 、 夕 食 の た め に 塚 か ら シ ロア リ を 摘み 取る 粗暴 な 野 診 人 より も 、 よ り 多 く の 権力 と (自分 た 

ち で 作り 出し た ) 物 質 的 な 富 を 所 有 し て いる こと を 意味 し ます 。 こ の よう に し て 、 非 白人 (アフ リカ と アメ リカ の 黒人 、 彼 ら 
が 住ん で いた すべ て の 白人 諸国 の さま ざま な 雑種 や 泥 人 種 ) に は 、 こ れ ま で これ ら の 地位 を 創造 し た 白人 の み が 利 用 

で き 大 特定 の 社会 経済 的 地位 を 獲得 する た め の 特 別 な 特権 が 与え られ た 。 
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3) その 時 点 か ら 、 ユ ダ ヤ 人 た ち は 白 人 住民 を 眉 で 殴っ た り 、 叩 き の め し た り し 続け 、 通 常 は 女性 や 教会 員 に アピ ー ル する 
感傷 的 な レト リッ ク を 利用 し た (彼ら は 全員 が 女性 の 心 を 持ち 、 女 性 的 な 意識 の 不 均衡 を 持っ て お り 、 す べ て の 感情 に 理 
由 は な い ) 白 人 の 意識 を 操作 し 、 さ ら に 彼ら を 追い 出し 、 無 力 に し 、 職 を 失い 、 ホ ー ム レス と な り 栄養 失調 や 病気 な ど に よ 
る 避け られ な い 結 果 と し て 死に 至る 放浪 の 状態 に する メカ ニズム と し て 。 


4) 南ア フリ カ で 経験 され た 次 の 段階 は 、 非 白人 大 衆 (この 場合 そし て アフ リカ 大 陸 全 体 の 場合 は 黒人 ) が 白人 に 対す る 
あか ら さ まな 暴力 へ と さら に 扇動 され る 活発 な 革命 段階 で あっ た 。 彼 ら は 同時 に 士気 を くじ か れ (特に キリ スト 教 に よ 
っ て だ が 、 そ の 現代 版 で ある 左 細 に よっ て ) 、 非 白人 の 要求 に 黙っ て 従う よう 条件 づけ られ た 。 こ れ は 政権 全体 の 変 
革 に つなが り 、 最 終 的 に は 


必然 的 に 続い た 結果 は 、 白 人 に 対す る あか ら さ まな 拉 問 、 殺 人 、 お よび / また は 事実 上 の 奴隷 化 で し た 。 現 在 、 世 界 中 で 非 白 
人 が 暴動 、 略 礁 、 暴 動 に 扇動 され て いる 状況 が 進行 中 で ある 。 

「 ス ラブ ・ ラ イ 」 と いう 覚え や すい 単音 節 の フレ ー ズ の 繰り 返し に よっ て 、 ユ ダ ヤ 人 が 彼ら の 精神 や 集団 意識 に 植え 付け た 
過去 の 歴史 的 不正 義 の 疑い に 対す る 賠償 を 要求 する 。 「 植 民 地主 義 」 な ど 。1970 年 代 以来 . ほ と ん どす べ て の 白人 地 
域 で 、 ユ ダ ヤ 人 の 計算 に よる と 十分 な 数 が 、 白 人 の 意志 に 反し て 、 ま た は 白人 の 同意 な し に 、 ス テル ス と 押し 付け に よっ て 導 
入 さ れ て 以来 同じ プロ セス が 経っ て きた 。 ユ ダ ヤ 人 の 政策 立案 者 に よっ て 国 が 作ら れ ま し た 。 現 在 は 第 4 段階 で あり 、 世 界 
支配 の た め の ユ ダ ヤ 人 の 計画 に お ける 彼ら の 役割 は 主 に 白人 に 投げ つけ られ る こと に な っ て いる 非 白人 野 論 人 の 雇用 ( 配 
備 ) を 通じ た 、 白 人 に 対す る 積極 的 で 暴力 的 な 革命 の 段階 で ある 。 後 者 を 根絶 し 、 あ ら ゆ る 種類 の 人 種 裏切り 者 の 残 
存 者 を 彼ら が みな し て いる も の ( ( (スピ リ チ ュ アル イス ラ エ ル ) ) ) に 混ぜ 合わ せ 、 彼 ら 5 が エナ ジー バン パイ ア と 
し て 餌 と する 遺伝 的 グー ラッ シュ の 蒸留 物 を 試み る と いう 手段 で ある 。 


ラ ホ ワー 種族 聖戦 て が 佳境 に 入り 制服 は 肌 の 色 
白色 人 種 が 自ら を 主張 し 、 ユ ダ ヤ 人 と その 手下 た ちか ら 自 ら を 守 ろ うと する か 、 そ れ と も 地球 上 か ら 消 去 さ れる か の どちら 
か で ある 。 ア フリ カ の 植民 地 解 放 か ら 教 訓 を 学ぶ こと が で きる 
大 陸 で は 、4 段階 の 操作 が 行わ れ ま す 。 


1) 非 白人 に 平等 の 権利 を 与え 、 彼 ら が 平等 な 扱い と 権力 を 受け る 権利 を 得る 。 


2) 白人 国民 が JOG( ユ ダ ヤ 人 占領 統治 制度 ) の 説教 の 実践 を 避け られ な いよ うに 、 非 白人 に 「 機 会 均等 」 の 立法 上 の 偏り を 与 
える こと で 、 そ れ に 応じ た 数 に 基づい て 比例 的 に 権力 と 充足 感 を 失う こと に な る 。 平 等 主義 的 な 量 的 イデ オロ ギー (1 人 1 
票 ) の 嘘 に 。 


3) 2) の よう に 実際 的 に だ け で な く 、 理 論 的 に も 白人 を 犠牲 に し て 非 白 人 に 大 き な 権 利 ど 特権 を 与え る 偏っ た 法律 に よっ て 、 
立法 的 に 非 白人 に 権限 を 与え る 。 そ こ か ら は 第 4 フェ ー ズ に な り ま す 。 
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4) すなわち 、 白 人 、 財 産 、 文 化 に 対す る 導 の 順序 で の あか ら さ まな 暴力 、 つ まり 白人 文化 に 対す る 暴力 。 白 人 の 所 有 物 に 反対 。 そ し て 国 
民 自 身 に 対す る 攻撃 は 、 も ちろ ん これ まで 、 そ し て すべ て の 段階 を 通じ て 非 公式 か つ 極 秘 に の み 行 われ て きた が 、 現 在 は 事実 上 行 
われ て いる 。 

非 白人 が 白人 に よっ て 犯罪 を 犯し た 場合 、 法 的 処罰 は 最小 限 ま た は 全く 受け な いと いう 公式 政策 。 


白人 が 生き る こと に 価値 を 置き 、 彼 ら が 執着 する こと に 慣れ て し まっ た 粗野 な 生き 物 の 快適 さ ( 霊 的 な 
意味 、 あ る い は 脱 精神 化 され た 意味 、 悪 魔 的 な 意味 で 執着 し て いる と 言え る か も し れ な い ) に 価値 を 置く な ら 、 彼 ら 
は 以下 に 概説 する テン プレ ー ト に 従う の が 最善 で ある 。 


1) お 金 で は な く 、 生 物 学 的 アイ デン ティ ティ に 基づい て 、 シ ステ ム か ら の 分 離 と いう 観点 か ら 自 分 た ち を 隔離 し 始め ます 。 数 に は 強 
さ が あ り 、 お 金 は 単に 銀行 口座 に ある 抽象 的 な 量 の 数 字 で あり 、 目 に 見 える も の で は な いか ら で す 。 生 物 学 的 存在 と その 多く (つま 
り 人 々 ) 。 


2) 近隣 監視 組織 や 警備 会 社 を 装っ た 民間 防衛 組織 の 結成 を 開始 し 、 民 兵 組 織 と し て 活動 で きる よう 訓練 させ る 。 


3) 資源 を 共同 で プー ル し 、 可 能 な 限り すべ て の 非 白人 を 排除 し て 同種 の 人 々 と 排他 的 に 取引 する 。 


4) 貧し い 白 人 を 世話 する ホー ムレ ス 保 護 施 設 を 設立 し 、 彼 ら に 雇用 と 生活 の 手段 を 与え 、 地 域 社会 を 改善 する 組織 に 徴兵 する 。 


5) 活動 家 に 資金 を 提供 し て 、 宣 伝 、 講 義 を 行い 、 組 織 に 追加 メン バー を 徴兵 する 。 
この よう な 戦略 の 焦点 は 常に 創造 性 運動 の 23 の 言葉 、 つ まり 次 の と お り で ある 必要 が あり ます 。 


「 白 人 に と っ て 良い こと は 最高 の 美徳 で あり 、 白 人 に と っ て 悪い こと は 究極 の 罪 で ある 。」 コ ミュ ニテ ィ は これ ら の 価値 観 に 同意 し 、 
内 面 化 する よう に 効果 的 に 教え 込ま れる べき で あり 、 こ の 黄金 律 に 違反 する すべ て の メン バー は 排除 され る べき で す 。 こ の 黄金 
律 へ の 遵守 を 微妙 に 強制 する 手段 と し て 、 社 会 的 距離 を 置く 技術 を 通じ て 排 さ れ 、 排 除 さ れ ま す (違反 が 軽微 で 許容 で きる 場合 
は 、 そ う で な い 場 合 は 、 よ り 厳 し い 視 則 が 課さ れる べき で す ) 。 こ の 組織 は 、 物 理 的 に 近い と いう 点 で 地域 化す る 必要 は あり ませ ん 

(そし て お そら くそ うす べき で は あり ませ ん ) が 、「 サ ウン ド 」 と いう 言葉 で 最も よく 表現 され る 創造 性 の 中 核 的 価値 観 を 強調 する 
協力 的 で 自主 的 な 組織 で ある 必要 が あり ます 。 


健全 な 精神 、 健 全 な 身体 、 健 全 な 社会 、 健 全 な 環境 。 健 全 な 精神 は 、 少 な く と も その 基礎 に お いて は 、 創 告 性 に 関す る 常識 的 な 

イデ オロ ギー を 遵守 し て いま す 。 「Salubrious Living」 と 「Ubermenscheit: become a Superman」 で 概説 され て いる 原則 と 
実践 を 健全 に 体現 する も の で あり 健全 な 社会 は 白人 の 生物 学 的 アイ デン ティ ティ に 基づい て お り 、 古 代 ロ ー マ 、 第 三 帝国 、 ア フリ カ 
の 植民 地 を モデ ル と し て いる 。 も っ と も 、 キ リス ト の 狂気 に よる 心 の 汚染 は 、 魚 座 時 代 の ユダ ヤ 人 の 心 の 汚染 の ゴミ と し て 脇 に 追 
いや られ る だ ろう が 、 健 全 な 環境 も また 必要 で ある 。 


優生 学 の 原則 を 遵守 し 、 調 和 の と れ た 自然 環境 を 創造 し ます 。 も ちろ ん 現時 点 で は その よう な 環境 と 、 理 想 化 され た 
世界 の 3 つの 理想 化 さ れ た 特質 ( 


Machine Translated by Google 


健全 な 精神 、 身 体 、 社 会 ) は 世界 の 現状 と は 程遠い も の で あり 、 ア フリ カ 植 民 地 の キリ スト 教徒 の 白人 が 団結 し 、 自 分 た ちの 
生活 か ら 締め 出さ れる 原因 と な っ た の と 同じ で ある た め 、 厳 し い 現実 に 直面 し な けれ ば な ら な い 。 弱 さと 平和 主義 へ の 中 毒 
を 抱え た 家庭 は 、 単 に 別 の 白人 の 祖国 か 墓場 に 行く こと に な る だ け だ 。 


ラ ホ ワ は 今 白 人 の 上 に お り 、 彼 は 戦っ て 地球 に 対し て 勝利 を 得る だ ろう 
さも な けれ ば 、 彼 は 折り 畳 ま れ て 集団 墓地 に 埋め られ る で し ょ う 。 か つて の アフ リカ の 植民 地 で 起き た こと が 繰り 返さ れ 
な いよ うに 敵 で ある ユダ ヤ 人 の 死体 の 上 に 立つ 銃口 の よう な 白人 の 手 に 勝利 を 委ね よう 。 泥 と 白人 種 の 裏切り 者 。 現 時 点 
で は 逃げ る 場所 が な いた め 、 勝 利 か 死 の どちら か が 彼 の 報酬 で す 。 


ラ ホ ワ 種族 聖戦 ! こ の 地球 は すべ て 私 た ちの も の で す ! 
白人 虐殺 の 手段 : 非 白人 


殺 獲 な ユダ ヤ 人 と その フリ ー メ ー ソ ン 、 キ リス ト 教 徒 、 リ ベラ ル 派 の 手下 た ち は 非 白人 を 利用 者 と し て 利用 し て いる 
彼ら の 白人 虐殺 計画 を 達成 する た め の メ カニ ズム 。 そ れ は お そら く ジ ャ ン ・ ジ ャ ッ ク ッ ルソー の 時 代 か ら 段階 的 に 実施 
され て お り 、 お そら く 「 高 貴 な 野 交 人 」 の 神話 を 伴う シェ イク スピ ア の 「 テ ン ペ スト 」 に も わずか に 現れ て いま す 。 こ の 神 
話 の 役割 は 、 非 白人 「 他 者 」 の 神秘 性 で 白人 大 衆 の 心 を 惑わ すこ と で あり 、 知 的 誠実 さと 非 白 人 を 直接 経験 し た 白人 で あれ 
ば 、 白 人 を 知る と すぐ に その 感覚 を 忘れ る こと が で きる 。 非 白人 と 後者 の 卑劣 な 性 質 。 こ うし て 、 投 猫 な ユダ ヤ 人 は 、 次 の 
目的 を 達成 する た め に 、 高 貴 な 野 倫 人 の 神話 を 白人 の 心 に 植え 付け た 。 


1 ) 彼 ら の キリ スト 教 的 心理 作戦 と 並行 し て 、 非 白人 、 特 に 最終 的 に ユダ ヤ 人 が その 後 の 大 量 虐殺 段階 に 到達 する こと を 可 
能 に する 権力 と 影響 力 を 持っ た 人 々 を 白人 に アピ ー ル し 、2 ) 靖 虜 と な っ た 聴衆 の 植民 地主 義 的 傾向 を 刺激 する 。 の 約束 


有閑 障 級 の 場合 は 冒険 (ダニ エル ・ デ フォ ー の 「 ロ ビン ソン ・ ク ルー ソー」) 、 有 閑 階 級 の 場合 は お 金 。 

より シニカル な 上 流 階 級 や 絶望 的 な 下層 階級 の 要素 と 、 圭 に これ ら の プロ パガン ダ 手 段 を 通じ て ブル ジョ ワ ジ ー や 貴族 

の 女性 に アピ ー ル する よう に 設計 され た 、 裸 の 野並 人 の 非常 に 暗黙 の 「 ロ マン チッ ク な . 骨 似 性 的 魅力 。 こ の よう に 、 非 白人 に 
対す る 白人 の 態度 は 、 白 人 国民 の 好奇 心 を 引き 出し 、 場 合 に よっ て は (アフ リカ の 探検 家 小 説 や 「 西 部 開拓 時 代 」 の 小説 
を 通じ て 英雄 的 な 冒険 の 感覚 を 引き 出す こと に よっ て 、 船 具 を 徴兵 する 動機 と し て 和らげ られ た 。 ((( 大 英 帝国 ))) と ((( カ トリ 
ッ ク 教 会 ))) の た め の ユ ダ ヤ 人 植民 地主 義 者 の 計画 の 達成 を 促進 する た め の 軍 隊 と 屈強 な イン ディ アン 戦士 た ち 。 彼 ら は 
その 当初 か ら 支 配 し て お り 、 世 界 規 模 の 計画 の 道具 と し て 作り 上 げ て いた 。 ザ イオ ン 政 府 。 


こう し て ユダ ヤ 人 は 、 小 説 や さま ざま な 広告 (ポス ター、 パ ン フ レッ ト ) と いう 媒体 を 通じ て 、 
彼ら は 征服 利益 、 ロ マン ス の 考え を 白人 に 売り 込み 、 非 白人 を 彼ら の 意識 に 導入 し 、 最 終 的 に は ユダ ヤ 人 の 計画 通り 
に 彼ら の 物理 的 中 心 に 導入 し た 。 


2) 植民 地主 義 者 の 事業 が 立ち 上 が る と 、 ユ ダ ヤ 人 は 非 白人 を 手段 と し て 利用 する 世界 征服 計画 の 次 の 段階 に 達し 、 白 人 の 
宣伝 を 始め た 。 
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別 の 口調 で 、 つ まり 「 虐 げ ら れ た 犠牲 者 」 の 口調 で これ は お そら く 1800 年 代 に は じ ま り 、 大 英 帝 国内 の イギリス 人 を 猫 の 
手 と し て 利用 し 、 ヨ ー ロ ッ パ 大 陸 や 南部 諸 州 の ドイ ツ 人 を 暗黙 の うち に 中 傷 す る こと に 重点 が 置か れ て いた 。 英 国 の 支配 
下 に な か っ た 植民 地 を 解体 する 手段 と し て 、 さ ら な る 戦争 に 彼ら を 巻き 込む た め だ 。 


この 主張 は 、 ハ リエ ッ ト : ビ ー チ ャ ー の 「 ア ンク ル ・ ト ム の 小屋 」 な どの プロ パガン ダ で 提唱 され て いる 。 
アメ リカ 合衆国 に お ける スト ー 事 件 は 、「 正 義 」 と 「 道 徳 」 の 名 の 下 に 、 白 人 人 口 の 半数 を 暗黙 の うち に 中 傷 し 、 残 り 
の 半数 を 扇動 し て 白人 を 中 傷 する よう 仕向 ける ユダ ヤ 人 の 暴 型 的 な 手口 で あり 、 ほ と ん どの 場合 備 善 的 な 見 せ か け 
で ある 。 権 掌握 (部 諸 州 対 
南部 の 州 。 ア ング ロボ ー ア 戦争 。 ア フリ カ お よび その 他 の 南半球 の 植民 地 を めぐ る ドイ ツ / ベ ルギー/ 大 陸 列 欠 対 大 英 帝 
国 )。 


こう し て 平等 主義 の 概念 は 非 白人 に も 拡大 し 、 も は や 単なる も の で は な く な っ た 。 
高 四 な 野 密 人 、 神 秘 的 な 「 他 者 」 の 神話 の 提示 。 む し ろ 、 少 な く と も 一 部 の より 攻撃 的 な 白人 の 人 口 統計 の 迫害 され た 
冬 牧 者 歴史 的 に ユダ ヤ 人 の 軸 権 に と っ て 最大 の 脅威 を も た らし な が ら も 逆説 的 に 彼ら に 最も 順応 し た 人 々 ( す な わ 
ち 、 
ゲル マン 民族 ) 。 こ の 平等 主義 的 権利 に 基づく レト リッ ク は 、 こ の 時 、 ユ ダ ヤ 人 が 資金 提供 し た ユダ ヤ 人 が 管理 する キリ 
スト 教会 と 奴隷 制度 廃止 論者 の 側 で 強化 され た (マー ク ・ ト ウェ イン の 『 ハ ッ ク ル ベリ ー・。 フ ィ ン 』 や 『 トムソーヤ 』 な 
ど ) は その 議題 を 文学 的 に 再 具体 化し た も の で ある ) 。 。 こ れ は 内 戦 の 正当 化 に つなが り 、 内 戦は ユダ ヤ 人 支配 の 北部 諸 州 
か ら 南 部 の 独立 を 解体 する と いう 攻撃 手段 と し て の み に 基 づい た 実際 の 理由 と は 対照 的 に 、「 黒 人 を 奴隷 制 か ら 解放 す 
る 」 と いう 2 遡及 的 な 存在 意義 と 偽善 的 な 見 せ か け と な っ た 。 ユ ダ ヤ 人 が 創設 し よう と し て いた 北ア メリ カ の 新 エ ル サ 
レム に 対す る 反対 勢力 の ブロ ッ ク を 構成 し た の は 、 主 に 南部 の ゲル マン 民族 で ある 。 し た が っ て 平等 主義 の レト リッ ク は 
当初 、 白 人 の 権利 剥 礁 と 大 量 虐殺 の メカ ニズム と し て 使用 され た 。 大 量 強 姦 、 略 礁 、 放 火 、 そ し て 隠さ れ た 手 の 影 響 下 で の 
便 偶 政 権 の 樹立 を 伴う 内 戦 の 余波 で 試み られ た 大 量 虐殺 で ある 。 ユ ダ ヤ 人 の 。 


3) 第 二 次 世界 大 戦後 、 ユ ダ ヤ 人 が アフ リカ や ヨー ロッ パ 列 強 の 他 の 非 白人 植民 地 の 脱 植民 地 化 を 始め た 後 、 こ の レト リ 

ッ ク は 再び 世界 的 に 激化 し た 。 

彼ら の 代理 で ある 「 高 貴 な 野 訟 人 」 を 通じ た 白人 に 対す る テロ 。 第 二 次 世界 大 戦 の トラ ウマ に 基づく マイ ンド コン トロ 

ー ル の 後に 始ま っ た 脱 植民 地 化 期間 は 、 白 人 に よる 迫害 と 搾取 の 疑い に 対す る 「 道 徳 的 反応 と し て の 非 白人 の 被害 者 
意識 と エン パワ ー メ ント の 言説 に 従っ て 正当 化 さ れ た 。 彼 ら 5 は 、 そ も そ も 自 分 た ち が 人 造成 し た り 耕 作 し た り し た こと の な い 
土地 の 所 有 者 で ある と 主張 し 、 そ の 土地 は 何 千 年 も 前 に 地球 上 の ほとん どの 場所 で 白人 に よっ て 占領 され 、 高 度 な 
文明 に 発展 し た 。 し た が っ て 、「 脱 植民 地 化 」 と は 単に 、「 自 治 」 の 名 目 の も と 、 ユ ダ ヤ 人 に よっ て 舞台 裏 か ら コ ント ロー ル さ 
れる 非 白人 の 人 偶 政 権 の 意図 され た 創設 を 意味 する だ け で あり 、 非 白人 ナシ ョ ナリ ズム は 、 当 然 な が ら 常に 中 央 銀行 

シス テム と 共産 主義 モデ ル の も と で 行わ れ た 。 こ の 結果 、 白 人 の 権力 は 縮小 し 、 そ れ に 比例 し て ユダ ヤ 人 と その シャ ボ ・ ゴ 
イ 関 連 組織 の 国際 犯罪 カレ テル の 力 が 増大 し た 。 
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この よう に 、 白 人 は ほとん どす べ て の 場合 に お いて 、 逃 亡 す る か 、 あ る い は 機会 与え られ れ ば 虐殺 され る こと を 強い ら 
れ 、 防 衛 的 に 劣勢 に 立た され る こと に な っ た が 、 こ れ は ドイ ツ 軍 の 反 ド イツ 的 な レト リッ ク に 当て は まっ て いる 。 
第 二 次 世界 大 戦後 の 気候 は 、 植 民 地 や 拡大 を 求め る 白人 が 好戦 的 で 軍国 主義 的 (プロ イセ ン 軍 国 主義 ) と し て 描か れ た こと 
で 促進 され まし た 。 こ の 時 (1950 年 代 か ら 1960 年 代 ) と 同時 期 に 、 世 界 中 で 非 白人 、 特 に 各州 の 黒人 が 白人 に 対す る 暴 
力 を 扇動 され 、 マ イク ・ キ ング (別名 マー ティ ン ッ ルー サー・ キ ング ) の よう な ユダ ヤ 人 が 支配 する 飲 偶 が 彼ら の 暴力 を 演じ る 
立場 に 置か れ た 。 白 人 対 黒人 の 弁証法 に お ける 役割 で あり 、 白 人 は 抑圧 者 と し て の 役割 を 果たし 、 す べ て の 非 白人 は 自由 と 
正義 の た め に 戦う 奮闘 する 英雄 と し て の 役割 を 果たし ます 。 


4) こう し て 、 非 白人 の 権利 拡大 と いう ユダ ヤ 人 の 弁証法 の 次 の 段階 が 始ま っ た 。 こ の 弁 証 法 は 、 最 初 は 国内 の 敵 層 ( 非 白人 
対 白人 ) を 作り 、 支 援 を 受け る こと に よっ て 、 さ ま ざ ま な 手段 で 白人 の 権利 を さら に 簡 礁 する こと を 目的 と し て いた 。 あ ら ゆ る 種 
類 の 地下 手段 は 、 非 白人 を 「 抑 圧する 」 こ と か ら 、 植 民 地主 義 と 奴隷 制 の 悪 と され る も の に 至る まで 、 す べ て の 罪状 で 

無罪 が 証明 され る 前 に 有罪 だ っ た 白人 を 犠牲 に し て 、 自 分 た ち に 寄生 的 に 力 を 与え る と いう も の で あり 、 こ の 主張 は 、 す べ て 
の 白人 を 巻き 込ん で いる こと を 暗示 し て お り 、 歴 史 的 に 国際 奴隷 制 に 関与 し て いた 企業 は 、 実 際 に は ユダ ヤ 人 や 

非 白人 (特に アラ ブ 人 ) で あっ た に も か か わら ず 、 白 人 だ け の 企業 で あっ た 。 


「 父 親 の 罪 」 の ミー ム は 、 あ ら ゆ る 形態 の ユダ ヤ 人 の 間 に 遍 在 す る よう に な っ た 
プロ パガン ダ : 映画 。 小 説 。 新 聞 。 テ レビ に よっ て 、 非 白人 が 苦し ん で いる と され る こと に 対す る 白人 の 集団 的 責 
任 と いう 神話 が 彼ら の 心 に 植え 付け られ 、 白 人 国民 の さら な る 土気 低下 と トラ ウマ に 基づく マイ ンド コン トロ ー ル が 白人 の 心 
理 的 メカ ニズム と し て 引き 起こ され た 。 
潜在 的 な 反対 派 の さら な る 無力 化 と 無力 化 。 単 な る 心理 劇 が 白人 の 抵抗 を 鎮圧 する こと が で き な か っ た 場合 、 
代わ り に 、 南 部 諸 州 と ボス トン に お ける 学校 制度 の 強制 統合 の 場合 の よう に 、 白 人 人 口 に 厳し い 打撃 を 与え た の は 制度 
の 鉄 の か か と で あっ た 。 シ ステ ム の 雇 わ れ た 悪党 た ちの 手 に 握ら れ た 銃剣 。 こ の よう に し て 、 ユ ダ ヤ 左 細 と その プロ パガン ダ を 
介し て 、 ユ ダ ヤ 人 の 影響 力 に よる 非 白人 の 無力 化 を 加速 させ 、 白 人 が それ に 比例 し て 権力 を 失う と いう 大 量 虐 殺 計画 の 次 の 段 
階 が 開始 され た 。 


「 父 親 の 罪 」 と いう レト リッ ク は 、 ユ ダ ヤ 人 が 白人 国民 を 時 倒 し て 士気 を 低下 させ る 手段 と し て 絶え す 使用 
し て きた 壊れ た レコ ー ド 曲 で あり 、 ユ ダ ヤ 人 が 口頭 また は 政治 的 (言い 換え れ ば 法 的 ) 反 対 を 表明 し た た めで ある 。 彼 ら の 
平等 主義 と 不可 解 な ユダ ヤ 人 至上 主義 の シス テム は 不可 能 で す 。 


5) 近年 熱 が 高まっ て いた 次 の 段階 は 、 被 害 者 意識 の レト リッ ク と その 正当 化 と し て の 非 白人 の 平等 に 対す る 誤っ た 主張 を 通 
じ て 、 非 白人 を より 直接 的 に 利用 する 段階 で や る 。 ダ ニ エ ル ・ デ フォ ー が 「 ロ ビン ソン ・ ク ルー ソー」 を 書い た と き 、 そ れ は 「 ア 
ンク ル ・ ト ム の 小屋 」 や 虐げ られ た 非 白人 で は な く 、 白 人 の 上 司 と 調和 し て 働く 高貴 な 野 窒 人 で し た 。 そ れ 以 来 、 映 画 や ス 

ポー ツ に お ける 非 白人 の 平等 は 邪悪 な 白人 に よっ て 「 抑 えつ けら れ て いる 」 と され な が ら 、 実 際 に 彼ら の 暗黙 の 優位 性 

が 主張 され る よう に な っ た 。 
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手 を 後ろ 手 に 縛ら れ 、 ク イー ンズ ベリ ー の コー シャ ・ マ ー キ スッ ルー ル に 従っ て パン チ を 繰り 出す よう 教 
え 込ま れ た ボク シン グ の 試合 の よう に 白人 が 和らぎ 、 ノ ッ ク ア ウト の 時 が 来 た 。 ユ ダ ヤ 人 闘争 推進 者 は 革 張 り の 椅 
子 に 座り 、 こ う 言 っ た 。 
それ は 、 白 人 と その 社会 と 文化 に 対す る 、 小 規模 な 強姦 、 尊 人 、 産 業 的 財政 的 妨害 行為 を 通じ て 、 白 人 を 公 
然 と 排除 する と いう 合図 で ある 。 南 アフ リカ は その 青 写真 で あり 、 ユ ダ ヤ 人 が イギリス と スペ イン で 次 の 活動 
を 開始 する た め に より 大 きく 十分 な 権力 を 獲得 し た 後 、 大 英 帝 国 と 植民 地主 義 の 到来 と と も に 1600 年 代 か ら 続 
いて きた 白人 虐殺 プロ セス の より 加速 され た バー ジョ ン で し た 。 ザ イオ ン の フェ ー ズ 。 ま だ 行く 手 に 立ち は だ か る 
唯一 の 障害 は 白人 で あり 、 非 白人 の 大 群 は 今や 完全 に プロ グラ ム さ れ て お り 、 ユ ダ ヤ 人 に よっ て 動員 され て 暴 
動 と 略奪 を 開始 し つつ あり 、 彼 ら が 餌 と し て いる シス テム を 引き 裂 い て いる 。 


白人 は 賃金 奴隷 と し て 束縛 され て いる 。 白 人 虐殺 の アジ ェ ン ダ は 、 ユ ダ ヤ 人 が 自分 た ち に よっ て 管理 され る 
シオ ン と 呼ば れる 世界 的 な 全体 主義 体制 と 、 そ の 軸 権 の 下 で すべ て の 人 々 を 奴隷 化す る 計画 の 必須 
条件 で ある と みな し て いる 。 非 白人 は 、 勢 力 均衡 が ユダ ヤ 人 占領 政府 に 有利 に 傾く と 、 白 人 大 衆 の 無力 化 と 
最終 的 な 絶滅 の た め に 利用 され る 戦争 の 有用 な 機械 に すぎ な い 。 


ユダ ヤ 人 が ゲー ム 理 論 的 思考 と 概念 モデ リン グ で 理解 し て いな いこ と 
それ は 、 白 人 は 計算 に お いて 変数 と し て 機能 で き な い こと 、 す べ て の 人 が 等 し いわ け で は な いこ と 、 そ し て 量 
が 質 を 支配 し な いこ と で ある 。 む し ろ 、 常 に 量 よ り も 優れ て いる の は 質 で あり 、 全 体 と 調和 で きる も の だ けが 
持続 可能 な 発展 シス テム を 支配 し 、 維 持 で きる と いう こと で す 。 ユ ダ ヤ 人 と いる と 負け る 。 非 白人 た ち 
は 、 利 他 的 な 白人 を 背後 か ら ナ イフ で 刺す こと を 望ん で 、 ユ ダ ヤ 人 に 自分 の 運命 を 投げ か けた 。 ア ー リ ア 人 の 義 
務 は 、 こ れ ら の 獣 を 背中 か ら 脱ぎ 捨て 、 た と え そ れ が 古代 文明 の 遺跡 人類 の 遺跡 で あっ て も 、 数 千年 に わた る 
征服 と 闇 の 勢力 へ の 抵抗 を 通じ て 祖先 が 築き 上 げた も の を 取り 戻す こと で ある 。 彼 ら が 数 千年 前 に 占領 し て 
いた 地域 。 ア ー リ ア 人 は ユダ ヤ 世 界 秩序 の 廃 璃 の 中 に いる 人 々 だ 。 血 の 記憶 は 、 彼 ら に 過去 の 栄光 を 再 構 
築 し 、 破 壊 者 を 打倒 し て 生存 、 拡 大 、 進 歩 を 確実 に する よう 呼び か け ま す 。 ユ ダ ヤ 人 の 平等 主義 的 な 精神 汚染 は 、 
英雄 の オリ ン ピ ッ ク 意 識 に よっ て 置き 換え られ な けれ ば な り ま せん 。 そ れ は 販 人 に と っ て は 虐殺 で ある 


人 種 か 、 世 界 が 目撃 する アー リア 人 の 勝利 か 。 卑 者 の 勝利 や ヴァ ル ハ ラ へ の 避難 場所 で ある 自己 満足 に 
費やす 時 間 は も う 残 され て いま せん ! 
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も う 私 た ち は 全 員 パ レス チ ナ 人 で す 


ユダ ヤ 人 た ち は こ れ ま で に も 、 ユ ダ ヤ 人 特有 の 手口 に 従っ て パレ スチ ナ 人 を 虐殺 する よう に 仕向 け て きた 。 


まず 、「 他 者 」( 非 ユダ ヤ 人 ) に 自分 自身 を 押し 付け ます 。 
次 に 、2 ) 「 他 者 」 か ら の 反応 を 引き 出す (ユダ ヤ 人 が 予期 する 完全 に 自然 な 反応 ) 。 


次 に 、3) あな た (ユダ ヤ 人 ) は 、 擁 護 者 を 次 の よう に 描写 する 「 他 者 」 か ら 自 分 自身 を 守っ て いる と 主張 し ます 。 
攻撃 者 と 攻撃 者 (あな た 自身 ) が 防御 者 、 被 害 者 が 悪役 、 そ し て その 逆 。 こ の 手順 、 つ まり 彼ら の 黒 魔術 の 働き は 、 単 純 な 逆 投影 
の 1 つ で あり 、 ユ ダ ヤ 人 が 何 を し よう と 
「 他 者 」 と は 、 ユ ダ ヤ 人 で は な い 人 々 を 排除 する 、 あ る い は 少な く と も 最大 限 に 搾取 する こと を 正当 化す る 手段 と し て 、 他 者 が 自 
分 た ち に 対し て 行っ て いる と ユダ ヤ 人 が 主張 し て いる こと で ある 。 タ ルム ー ド と |B 約 聖書 は 、 非 ス ダ ヤ 人 に 対し て あら ゆる 種類 
の 危害 を 与え る こと を 義務 付け る ユダ ヤ 人 の 精神 を 成文 化し た も の で あり 、 非 ス ダ ヤ 人 に 利益 を も た ら す 範囲 で 、 ま た 非 ユダ 
ヤ 人 か ら そ れ を 春 い 、 従 属さ せ 、 奴 隷 と し て 容易 に 制御 で きる 範囲 で 、 あ る い は 役に立た な い 場合 で も 、 そ の 男 囲 で で ある 。 そ の 後 、 
奴隷 は 排除 され 、 そ の 領土 は 奪わ れ 、 ユ ダ ヤ 人 は 吸血 鬼 の 人 食い 人 種 と し て すべ て を 自分 自身 に 同化 させ まし た 。 


パレ スチ ナ 人 は 、 パ レス チ ナ と 呼ば れる 特定 の 地域 を 占領 し た アラ ブ 人 の 非 白人 混血 部 族 で す 。 ユ ダ ヤ 人 た ち は 、 ユ ダ ヤ 人 
た ち が 自 分 た ちの 領土 を 「 世 界 の 中 心 」、 ガ イア の 中 心地 で ある こと を 望ん だ の と 同じ よう に 、 自 分 た ち に 課 し た の で ある 。 そ うす れ 
ば 、 そ こ に 毒 を 盛っ て 無生物 に し 、 そ こ を 自分 た ちの 安全 な 場所 と し て 利用 で きる か ら で あ る 。 役 ら が 完全 に 占領 し よう と し て いる 他 の 国 
で 犯罪 を 犯し た 場合 逃亡 する 可能 性 が あり ます 。 パ レス チ ナ 人 は テロ リス ト と し て の 資格 が ある 


本 当 に 、 人 で は な いも の と し て 、 識 別 可能 な 生物 学 的 集団 で は な いと 主張 され 、 

土地 塊 に ちな ん で 命名 し 、 最 初 は 暗黙 の うち に 、 後 に は 明示 的 に 、 彼 ら に は 土地 に 対す る 権利 が な いた め 、 ユ ダ ヤ 人 の 道徳 / 宗 教 の 物語 に 
従っ て 、 ま た 世俗 的 で 非 宗教 的 な 用 語 に 従っ て 立ち 退 か せる こと が で きる と いう さま ざま な 主張 。 (世俗 的 ヒュ ー マ ニ ズム ) そ の 地域 
に お ける ユダ ヤ 人 の 存在 と そこ で の 権力 の 完全 な 独占 を 正当 化す る こと 。 


世界 中 の 白人 も 同様 に 描か れ て お り 、 こ れ は 段階 的 に 段階 的 に 起こ っ て いま す 。 
数 世代 の 経過 : 
1) ユダ ヤ 人 が 迫害 を 隠れ て 侵入 する 。 


2) ユダ ヤ 人 は 、 白 人 が ユダ ヤ 人 に 国境 を 開放 し た と き の よ うに 、 白 人 の 同情 を 誘う 権力 を 築き 上 げ る 。 


3) メデ イア で は 結局 、 ユ ダ ヤ 人 が 支配 権 を 獲得 し た 白人 が 、 存 在 し な い 集 団 、 識 別 可能 な 統一 性 を 持た な い 部 族 や 集団 の 単なる 寄 
せ 集 め と し て 描か れる こと に な る 。 
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4) 白人 は また 、 白 人 を 非 人 間 化し (「 怪 物 」/「 人 種差 別 主義 者 」) 虐殺 の 準備 を する 目的 で 、 後 者 の メデ ィ ア で ユダ ヤ 人 自 
身 に よっ て 画策 され た 偽 旗 射撃 や その 他 の 組織 的 な 事件 を 通じ て 、 テ ロリ スト と し て 否定 的 な 言葉 で 描か れ て いる 。 。 


白人 が や り 方 を 理解 し な い 限り 、 パ レス チ ナ 人 が 行く よう に 白人 も 行く だ ろう 
ユダ ヤ 人 の 行動 を 改善 し 、 ユ ダ ヤ 人 の 影響 を 克服 する た め の 措 置 を 講じ ます 。 ソ 連 は 、 ユ ダ ヤ 人 が 白人 に 対し て 行っ た こと の も う 
ー つ の 例 で あり 、 彼 ら の 手口 は 、 レ ー ニ ン 、 ト ロ ツ キー、 ス ター リン な どの ユダ ヤ 人 の 銀行 家 や テロ リス ト が そこ で 引き 起こ し 
た 一 連 の 出来 事 で は っ きり と 認識 で きる 。 集 団 角 角 と 死 の 収容 所 。 多 様 な 集団 (ゲル マン 人 と モン ゴル 人 な ど ) の 強制 混血 。 抵 抗 し た 者 
は 戦死 し 、 


抵抗 で き な か っ た 者 は 魂 が 殺さ れ た 。 


悪者 化 、 疎 外 、 外 罪 化 


大 量 虐殺 計画 に お ける ユダ ヤ 人 の 手順 は 、 実 際 の あか ら さ まな 人 種 絶滅 に 先立っ て 三 部 構成 で 行わ れ ま す 。 


1) 悪魔 化す る 。 物 理 的 絶滅 に 対し て 脆弱 に な る よう に 人 々 の 異な る グル ー プ を 設定 する た め に 、 ユ ダ ヤ 人 が 最初 に これ を 調整 し 、 大 量 

虐殺 手順 を 開始 する た め に 使用 する 手段 は 、 そ の グル ー プ を 悪者 扱い する こと 、 つ まり その グル ー プ を 説得 する 巧み で 効果 的 な 

プロ パガン ダ を 使用 する こと で す 。 他 の 人 は 、 そ の 特定 の グル ー プ を 本 質 的 に 救い よう の な い 悪い も の .、 閣 気 の 性 質 に 汚染 され た も の と 見 

な し ます 。 い くつ か の 財産 に は それ 自体 に 根本 的 な 欠陥 が あり 、 そ れ が 彼ら を 「 忌 まわ し い マ ラナ タ 」 、 社 会 の の け 者 、 潤 気 、 社 会 、 国 家 、 
「 善 人 」 な どの 敵 に する 。 こ れ は ユダ ヤ 人 が 以前 か ら 今 日 まで 、 パ レス チ ナ 人 を 描い た 作品 に 対し て 行っ て きた こと で ある 。 彼 ら は 特に 

JOG (ユダ ヤ 占 領 政府 ) の 白人 に 対し て テロ リス ト か 人 間 以 下 の 者 と し て 扱わ れ て いる 。 


お そら く 、 筆 者 は 事実 を 知ら な い が 、 ユ ダ ヤ 人 は 常に これ を 利用 し て きた の だ ろう 。 
被害 者 の 感情 操作 、 悲 哀 、 レ トリック に 基づい て 、 グ ルー プ (通常 は 白人 ) に 、 彼 ら は 痺 気 で あり 、「 罪 を 償 わ な けれ ば な ら な い 」 と 
説得 する プロ パガン ダ 。 
この 性 質 を 持っ て いる こと の 罪 、 つ まり 、 そ の グル ー プ を 崩壊 させ る 手段 と し て その グル ー プ の 土気 を くじ く と いう こと で す 。 
防御 。 


その 集団 (典型 的 に は 白人 ) を 、 白 人 以外 の 「 他 者 」 を 犠牲 者 、 無 償 の 対象 と な る べき 貧し い 、 不 幸 な 生き 物 と みな す よ うに 条件 
づけ た 、 以 前 に 組み 込ま れ た 普遍 主義 的 * 平 等 主義 的 プロ パガン ダ に 基づく 自己 嫌悪 と 自己 嫌悪 の 意識 へ の 植え 付け 。 白 人 人 口 が 、 比 較 
力 や 創造 力 、 物 質 的 な 富 な どの お か げ で 持っ て いる 利点 。 こ れ は 、 白 人 権力 の 釣り 合い と し て 非 白人 に 力 を 与え 、 強 化す る 手段 と し て 、 白 
人 を 和 剥 稚 し 、 彼 ら の 悪者 扱い を さら に 促進 し 、 数 世代 に わた っ て 彼ら の 防御 力 を 侵食 し 、 す り 減ら す メ カニ ズム と し て 、 両 者 の 
表面 的 な 比較 で 明白 に 観察 で きる 。 団 塊 の 世代 (この プロ セス が すべ て の 白人 の 被 造 国 で 始ま っ た と き ) と 白人 の 若い 世代 は 、 犯 罪 の な い 
高等 社会 を 犯罪 に 満ち た 下位 文化 の 社会 に 変え まし た 。 
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この 過程 で 、 プ ロ パ ガン ダ 工 場 は 反 白 人 の 言説 を 絶え 間 な く 生 み 出 し 続け た 。 
実際 に は その 文化 は 単に 非 白人 に よる 継承 に すぎ な い に も か か わら ず 、 白 人 が 非 白人 と し て 認識 する よう に な っ た 文化 
で 彼ら の 意識 を 飽和 させ る こと に よっ て 、 集 団 と し て の 白人 を 剥奪 し 貴 外 する ペー ス が 加速 し 取り組ん で いる PU 
ハイ ブリ ッ ド が 存在 し て いた 特定 の 地域 か ら 白人 文化 を 拡大 し て お り 、 非 白人 は 自発 的 また は 非 自発 的 混合 を 通じ 
て 、 先 住民 アー リア 人 と 非 白人 侵略 者 また は 奴隷 と の 間 の 混合 の 蒸留 生成 物 で ある ( 例 ) 中 国文 化 と イン ド 文 化 の 例 が その 好 
例 で あり 、 現 在 い わ ゆ る 「 中 国人 」 は プロ トモ ン ゴ ル 人 と ホワ イト ・ サ カエ 族 と トカ ラ 族 の 交雑 し た 産物 で ある 黒人 と ア 
ー リ ア 人 の イン ディ アン そし て アメ リカ の アメ リカ ・ イ ン デ ィ ア ン で ある 。 


モン ゴル 人 の 祖先 と アト ラン ティ ス か ら 来 た 白人 の アメ リカ 大 陸 ) 。 


白人 の 意識 は 、 本 物 で は な いも の や 異質 な も の すべ て に よっ て 攻撃 され まし た 。 
それ 自体 、 そ し て それ は 、 今 日 の 人 種 混 合 / 異 人 種 問 の 大 量 虐殺 文化 の 先駆 け で ある ユダ ヤ 教 の キリ スト 教 を 通し て 大 部 
分 が 腐敗 し た 白人 その も の の 本 物 の 文化 に 取っ て 代わ る も の で し た 。 こ の よう に し て 、 白 人 は 集団 と し て 主流 社会 の いか な る 
代表 か ら も 疎外 され 、 し た が っ て 、 こ の 記事 の 執筆 時 点 で は 、 人 口 統計 上 の 少数 派 の 地位 に 向かう 「 和 剥 礁 され た 多数 派 」 と な っ 
た が 、 文 化 的 な 人 口 統計 上 は 少数 派 の 地位 と な っ た その 時 点 の 前 に 。 あ る ユダ ヤ 人 は こう 言っ た (名 前 は 筆者 に は 不 
明 ) 、「 ま ず 我 々 は あな た 方 の 文化 を 破壊 し 、 そ れ か ら 我々 は あな た 方 を 破壊 する 」 。 


疎外 は より 大 き な 組 織 的 基盤 だ け で な く 、 ミ クロ な 対人 レベル で も 作用 する 
そし て 、 白 人 も 非 白 人 も 大 衆 の トレ ンド に 従う 傾向 が ある こと を 考慮 する と 、 ユ ダ ヤ 人 に よっ て 開始 され (「 扇 動 さ れ た 」 と いう 
方 が 適切 な 表現 か も し れ な い ) 、 白 人 も 非 白 人 も 大 衆 の 流行 に 従う 傾向 が あり 、 白 人 と 非 白 人 の 両方 の 非 コ ダ ヤ 人 大 衆 に 
模 條 行動 を 生み 出す こと を 行動 モデ ル 化 し て いる 。 ユ ダ ヤ 人 に よっ て 遊び に 徴兵 され た 人 気 の あ る 有名 人 や 裕福 
な 権力 者 の 行動 に 従い 、 採 用 する こと 
MM | を 担っ て いる 人 、 ま た は ユダ ヤ 人 自身 で ある 人 (ユダ ヤ 人 の 命令 を 遂行 する た め に 血 の 碑 い に 縛ら れる フリ 
ー ソ ン を 通じ て 徴兵 され る ) 。 


この よう に し て 、 反 白人 の 物語 は 、 次 の よう な 過激 主義 の レベ ル を さら に 高め て いき ます 。 
白人 は 比例 し て 悪者 扱い され 、 そ の 結果 、 白 人 が 悪魔 の よう な 存在 、 韻 気 、 社 会 の の け 者 と し て の 役割 を 果たし 
終 的 に は 偽 旗 テロ 攻撃 と 並行 し て 、 異 質 な 文化 と な っ た 異 文化 へ の 個人 レベ ル で の 積 開 2 SS 
され る こと に な る 。 白 人 で ある が ゆえ に 犯罪 者 で ある 白人 犯罪 者 の イメ ー ジ や 概念 を 作り 出し 、 ユ ダ ヤ 人 が すべ て の 白人 社会 
で 果たし て いる 役割 を 逆転 させ 、 ユ ダ ヤ 人 は 適切 に 「 犯 罪 者 」 と し て 語ら れる 主体 で あり 、 社 会 に 害 を 及ぼ す 行 為 を 常習 的 
に 行っ て いる 、 ま さ に 犯罪 の 定義 で す 。 


その 社会 が 権力 と 影響 力 の 点 で 彼ら の も の と な り 、 彼 ら が 法律 を 制定 で きる よう に な る まで 
自分 自身 の イメ ー ジ で 自分 た ち を ((( 道 徳 的 権威 ))) と ゴイ ム ( 非 ス ダ ヤ 人 ) と し て 表現 する 
「 そ の 他 」 ) 被 害 者 (白人 以外 の 非 ダ ヤ 人 ) と し て 、 ま た は 本 質 的 に 犯罪 者 (白人 ) と し て 。 
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白人 の アイ デン ティ ティ は 犯罪 と し て 扱わ れる 最後 の も の で あり 、 こ れ が 犯罪 の 始ま り と な る 。 
ユダ ヤ 人 に よる 白人 の 物理 的 虐殺 と 、 物 理 的 虐殺 を 実行 する よう に 指示 され 扇動 され た 非 白人 非 ス ダ ヤ 人 の 空 飛ぶ サル 。 


し た が っ て 、 プ ロ セ ス 全 体 は 段階 的 に 進行 し ます 。 


1) 見 当 違 い の 利他 主義 と その 後 の 「 白 人 で ある こと 」 に よる 罪 の 償い に よる 非 白人 の エン パワ ー メ ント に 対す る 
白人 の 防御 力 を 低下 させ る 白人 の 士気 低下 / 悪 者 化 。 


2) その 文化 と アイ デン ティ ティ が 「 不 道徳 」 と 誤っ て 結び 付け られ て いる 白人 の 疎外 。 

支持 で き な い 歴史 と 、 白 人 以外 の 「 他 者 」( メ ディ ア や 学術 制度 に お ける これ ) に 危害 を 加え た と され る 行為 が 、 数 年 の うち に 
主流 の 言説 と な り 、 そ れ を 支持 し 従う こと が 道徳 的 に 義務 付け られ る よう に な り 、 そ れ を 怠っ た 人 々 は 、 さ ら に 犯罪 者 扱い され る ま 
で 悪者 扱い され る 。 非 白人 「 他 者 」、 と り わ け ユ ダ ヤ 人 に 「 安 全 と 安心 」 を 提供 し た いと いう 強い 願望 か ら 十 分 な 判例 が 確立 され 
れ ば 、 そ れ は 次 の よう に 解釈 で きる よう に な る 。 


白人 関連 の 文化 的 工芸 品 を 育 定 ま た は 所 有する 違法 行為 。 オ ブ ジ ェクト また は メッ セー ジ / コ ミュ 
ニケ ーション 、 シ ン ボ ル な ど 。 悪 者 扱い し な い 形 で 白人 と 遠隔 的 に 関わ る こと 
そし て 白人 を 疎外 する 。 


この 段階 で は 、 白 人 に 対す る 抑圧 、 届 奪 、 迫 害 の 文化 的 傾向 が 次 の よう に な っ て いる 。 
「 魔 女 や 「 異 端 者 」 は 、 白 人 に 対し て 個人 的 に も 集団 的 に も 、 ま すま す レ ベル の あか ら さ まな 身体 的 暴力 に つなが り 、 そ の 試 
み が 成 功 し た と し て も 、 最 終 的 な 結果 は あか ら さ まな 大 量 虐殺 と な る 。 


し た が っ て 、 白 人 は その プロ セス か ら 身 を 守る か 、 自 分 た ちの 文化 を 育 定 す る か 、 
反 白 人 で ある 白人 や 非 白人 「 他 者 」 に 対す る アイ デン ティ ティ を 確立 し な けれ ば 、 彼 ら は 自ら の 祖先 の 領土 か ら 事 実 上 倫理 的 
に 浄化 され 、 彼 ら の 文化 も 地球 上 か ら 消 去 され 、 部 分 的 に は 置き 換え られ る が 可能 性 は 低い (殺さ れる 可能 性 が 最も 高い ) ハ イチ 
と な っ た サン ドミ ン ゴ の よう に ) 制 統合 の 混合 産物 に よっ て 生じ た も の で ある 。 そ の よう な 結果 が 達成 で きる と 仮定 する と (ユダ 
ヤ 人 と その 非 白人 部 下 の 本 質 的 な 利己 的 な 性 質 を 考え る と 疑わ し い が 、 白 人 が 鞭 で 彼ら の 上 に 立た され る 場合 を 除い て 、 彼 ら 
は 調和 し て 機能 する 能力 が な い ) あ る い は 、 原 始 的 な 野 窒 状態 に ある 彼ら 自身 の 祖先 の 領土 で ) 避 けら れ な い 結 末 は 、 文 明 の 崩壊 と 
単なる 瓦 隊 と 灰 の 山 で あり 、 そ こ か ら は 不死 鳥 が 舞い 上 が る こと は あり ませ ん 。 


この 記事 を 書い て いる 時 点 で 、 白 人 の 悪魔 化 は 頂点 つつ まり 沸点 に 近づい て いる 。 
ユダ ヤ 人 が 北米 の 「 新 し い エ ル サ レ ム 」 で 準備 し て きた 遺伝 的 グー ラッ シュ の 大 釜 は 、 人 種 的 聖戦 に お いて 、 単 に 自分 自身 の 種 
族 と その 一 員 と し て の 生存 を 確実 に する 手段 と し て 身 を 守る 、 避 けら れ な いよ うに 見 え 、 止 め る こと が 不可 能 な 結果 
た め に 沸騰 し 始め る だ ろう 。 自 分 が 国民 の 支え で ある の と 同じ よう に 、 自 分 の 国民 に も 自分 の 生活 の 支え と な る よう 求め る 。 そ う 
で な けれ ば 無用 の 重荷 は 捨て た ほう が よい 。 
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明らか に 白人 の 活動 活動 の 犯罪 化 は 、 ほ と ん どの 白人 に よっ て 既成 事実 と な っ て いる 。 
迫害 され て お り 存在 し 、 存 在 すべ き で あり 、 破 壊さ れる べき で は な く 、 人 徐々 に 破壊 され つつ ある 別 の グ 
ルー プ と し て 白人 を ほのめかし て 言及 する 国家 、 さ ら に は 、 違 法 な 犯罪 行為 の 実行 に 相当 し 、 し た が っ て 単なる 白 
人 の 文化 を 守 ろ うと する こと 、 ひ いて は 生物 学 的 集団 と し て の 白人 を 擁護 する こと 、 さ ら に は 別個 の 集団 と し て の 
白人 を 擁護 する こと は 非 合 法 化 さ れる 。 実 際 、 白 人 は 法 の 外 に あり 、 無 法 者 で あり 、 法 は ユダ ヤ 教 の も の で あり 、 
前 者 を 犠牲 に し て 後者 に 奉仕 し て いる 。 し た が っ て 社会 法 が 集団 と し て の 白人 を 維持 する こと を 妨げ 、 暗 黙 の う 
ち に 彼ら の 大 量 虐殺 に 向け て 取り 組ん で いる 中 で 、 法 律 を あら ゆる 細部 に わた っ て 遵守 する こと は 、 自 ら の 大 量 
虐殺 に 従う こと と 同義 で ある 。 


多 文化 社会 と は 、 白 人 が 排他 的 領域 や 同族 と の 自発 的 な 関わ り を 拒否 され る 社会 で ある こと を 意味 する ) 。 


白人 が 自国 (白人 に と っ て 唯一 の 場所 ) に お ける 代表 の 声 を 否定 する こと 
現在 生存 を 許可 され て いる ) は 、 あ か ら さ まな 大 量 虐殺 の 基礎 を 築く 、 白 人 を 疎外 する 行為 に すぎ ざ な い 。 
これ まで の と ころ 、 白 人 は 勤勉 な 祖先 か ら 受 け 継い だ 富 や お 金 の 背後 に 集団 的 利益 を 隠し 、 自 分 た ちの 種 の 存続 
を 確保 する た め に 権力 の 地位 を 縁故 的 に 利用 する こと に 成功 し て きた 。 キ リス ト 教 は この 暗黙 の 集団 的 結 
び つ き を ある 程度 支持 し て いま し た が 、 今 で は その 本 当 の 姿 が 明らか に な り ま し た 。 そ れ は 平等 主義 者 で あ 
り 、 し た が っ て 暗黙 の 意味 で 白人 の 命 を 危険 に さら す 反 白人 宗教 で ある と いう こと で す 。 


し た が っ て 完全 に 土気 を くじ か れ 、 精 神 的 精神 的 に 去勢 され て いな い 白 人 また は その 構成 
具 は 、 差 し 迫っ た 物理 的 虐殺 に 直面 し て 自分 自身 と 自分 の アイ デン ティ ティ を 主張 し な けれ ば な り ま せん 。 そ 
う で な けれ ば 、 特 に キリ スト 教 と 自由 主義 の 軽薄 な 信条 に し が みつ く こ と に よる 怠慢 と 卑 以 さ に よっ て 滅び る こ 
と に な り ま す 。 。 


勝利 か ヴァ ル ハ ラ か ! 
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THE 10 STAGES OF GENOCIDE 


1.6lassification “Us vsthem". 

2.Symholization Identifiers are applied to the target GroUD. 

3. DiScrimination Systemic diScrimination against GrouD. 

4. Dehumanizati0n GroUD IS eduated with vermin, animals Or diseaseS. 
5.0rganization SDecial units created to enforce discrimination. 
6.Polarization Propa94nda uSed to turn masses adainSt GrouD. 

7. Preparation Official action to remove or Telocate'people of GrouD. 
6.Persecution Killing begins, tria-run massacreS, Includes theft of property. 
9.Extermination Systematic elimination, GrouD no longer Considered human. 
10. Denial "「here was no denocide, that's just a conspiracy theory.“ 


- Whites in South Africa are currently experiencing stage 8. 
- Whites in the Western world are currently experiencing stage7..…8 
- Western governments are currently responsible for spreading Denial Dropaganda (Genocide Stade 10), 


about White Genocide in South Africa. J と FI//9 月 2EMOC/ の と 0F 
GENOCIDEWATCH.NET 7 了 月 た と / 月 /7 と ACE 


Stanton, Gredory, (2012): 10 Stages of Genocide, Genocide Watch 
http://genocidewatch.net/genocide-2/8-stages-of-genocide/ ( http://archive.is/IK7ou ) 
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ユダ ヤ 人 の 大 量 虐 殺 手 法 


白人 を 意図 的 に 虐殺 し よう と する ユダ ヤ 人 を 集団 と し て 非難 する 証拠 は 、 現 代 世界 に お ける 「 危 害 」 を 構成 する すべ て の 
も の 、 特 に 白人 の 人 々 に 危害 を 加え 、 有 機 的 また は 自然 に 発生 し た も の で は な い 行 為 と 不作 為 の すべ て に 存在 し ます 。 開 発 
され た が 人 工 の 結果 で ある も の は 、. 最 終 的 に は ユダ ヤ 人 コミ ュ ニ ティ の 特定 の 、 特 定 の 強力 な メン バー に 結び 付け られ る 特 
定 の 具体 的 な 証拠 に 基づい た 集合 体 と し て の 「 ユ ダ ヤ 人 」 に 遡る こと が で き 、 そ の 全員 が 支持 され て いる こと が 証明 で きる 
彼ら の コミ ュ ニ ティ は 、 生 物 学 的 (生物 悪魔 的 ) 存 在 に 基づい た 国際 ネッ トワ ー ク で す 。 し た が っ て 、 集 団 と し て の ユダ ヤ 

人 は 現代 世界 を 構成 する 混乱 の 主体 で あり 、 彼 ら の 犯罪 の 責任 を 問わ れ な けれ ば な り ま せん 。 今 度 は 逃げ る 場所 

も 行く 場所 も な く な る 


ノー スマ ン 、 ハ イ パ ー ボ リア ン の 色 り が 神々 の 雷鳴 の よう に 彼ら に 襲い か か る と き は 隠れ て くだ さい 。 


以下 の 趣旨 は 、T 妙 か つ 多種 多様 な 手段 で 白色 人 種 に 危害 を 加え 、 破 壊し よう と し て いる 特定 の 工作 員 、 特 定 の ユダ ヤ 人 、 
お よび 彼ら の 管理 下 に ある 組織 の 詳細 を 、 何 も 知ら され て いな い 、 ま た は 十分 に 情報 が 得 ら れ て いな い 人 々 に 提供 する こと 
を 目的 と し て いま す 。 こ の リス ト は ほぼ 確 実に 無制限 に 拡大 され る 可能 性 が あり 、 こ れ ま で 、 そ し て 現在 も 継続 的 に 使用 され 
て いる ユダ ヤ 人 暴力 の より 日 常 的 で 物理 的 な 影響 と 手段 の み で 構成 され て いま す 。 場 所 、 日 付 、 特 定 の 個人 や 組織 に 関す る 
具体 的 な 詳細 は 省略 し ます 。 こ れ は 、 以 下 の 内 容 を 過度 に 拡大 する こと に な り 、 単 に 生き て 経験 する こと が で きる た め 読 

む 必 要 の な い 「 人 生 の 本 」 を 表す た めで す 。 地 下 勢力 と その 活動 の 深 さ を 適切 に 限定 する 言葉 は な い の で 、 書 く こ と は 不可 
能 で す 。 む し ろ 、 そ れ は 、 要 点 を 説明 する の に 必要 な 範囲 で 、 参 考 文献 お よび 例 と と も に 示さ れ た 特定 の 手段 の 広範 な 概要 で 
ある 。 必 要 と 判断 し た 場合 、 さ ら に 調査 を 進め る の は 読者 の 責任 で す 。 


以下 の プレ ゼン テー ショ ン の 目的 は 、 読 者 に 自分 に 何 が 行わ れ て いる か を 警告 する こと で す 。 

行わ れ て いる こと に 対し て 国民 を 守る た め に 行動 し な けれ ば な ら な いこ と 、 そ し て 自分 自身 の 命 が 集団 と 結び つい て いる 
の で 、 た と え 彼 が ひね くれ た 自己 中 心 主義 で あり 、 生 き 残る た め に 自分 の 命 だ け を 大 切 に し て いる と し て も 、 そ の 集 

団 を 守る こと が 必要 で ある こと を 認識 し な けれ ば な ら な い 。 彼 の 種族 は 彼 が 生き 続け る た め の 条件 で ある 。 ユ ダ ヤ 

人 の 行為 に 注意 し な けれ ば 、 自 分 自身 と その 親戚 、 つ まり 彼 の 人 種 の 両方 が その 結果 に 苦し むこ と に な り ま す 。 以 下 に 、 
ユダ ヤ 人 の 大 量 虐殺 手法 の カテ ゴリ ー を 示し ます 。 


1) 毒 。 2) 法 的 。 3) 財務 。 4) 戦争 と 革命 、 そ し て 最も 重要 な こと に 5) (悪魔 的 な ) マイ ンド コン トロ ー ル / 黒 魔術 ( 後 
者 は 前 者 の すべ て に 浸透 し て お り 、 前 者 の すべ て は これ の 特定 の 形式 に すぎ ませ ん 。 


1) 毒物 : 歴史 を 通じ て 、 ユ ダ ヤ 人 は 毒殺 者 と し て 悪名 を 田 か せ て きま し た 。 こ の 方 法 に より 、 発 見 の 可能 性 を 最小 
限 に 抑え 、 最 小 限 の 資源 投資 で で きる だ け 多 く の 数 を 殺す こと が で きま す 。 し た が っ て 、 そ れ は 黒 魔術 (精神 攻撃 、 

英 へ の 悪魔 の 混 依 / 執 着 ) の 使用 を 超え た ユダ ヤ 人 の 「 頼 り し に な る 」 テ クニ ッ ク で す 。 中 毒 は 黒 死 病 の よう な 形 を と 

っ て お り 、 ユ ダ ヤ 人 (シャ バタ イ : ズ ヴイ ィ と その 追随 者 ) が ヨー ロッ パ の 都市 に ペスト ネズ ミ を 持ち 込み 、 ペ スト 犠牲 者 の 
死体 を 水道 に 流す こと に より 、 ヨ ー ロ ッ パ 人 の 3 分 の 1 また は 全員 が ユダ ヤ 人 に よっ て 殺さ れ た 。 拡 散 力 を 高め る 手段 と 
し て 。 ス ペイ ン 風 邪 の 流行 で は 、 フ ワク チン 接種 に よっ て 5,000 万 人 の 白人 が 死亡 し た が 、 そ の 主張 は 、 フ ワク チン 接種 が 
そもそも 自分 た ち が 放 っ た と 思わ れる 「 ウ イル ス 」 か ら 国 民 を 守っ て いる と いう も の だ っ た 。 


この よう に 、 ペ スト と ウイ ルス (生物 学 的 に 括 抗 す る 形 で の 体 の 毒 ) は 、 今 日 に 至る まで 使用 され 、 使 用 され て いま す 。 お そ 
らく 記録 され て いな い が (「 歴 史 」 の 記録 は ユダ ヤ 人 に よっ て 破壊 また は 歪曲 され て いる ) 、 お そら < ユダヤ 人 は 歴史 的 
に 白人 に 対し て この 手法 を 利用 し て きた で あろ う 。 
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特に 。 そ も そ も ユ ダ ヤ 人 が 放出 し た 毒物 に 対す る 「 治 療法 」 と され る も の は 、 ワ クチ ン の 形 で 提供 され た が 、 そ の 中 に 
含ま れる 毒物 (死ん だ 胎児 の 組織 、 動 物 の ウイ ルス 水銀 や アル ミニ ウム な どの 重金属 ) の お か げ で 、 少 な く と も 現代 
で は 最も 多く の 死者 を 出し て お り 、 外 来 DNA を 体内 に アッ プロ ー ド する こと で 白人 種 の 遺伝 的 純度 を 破壊 し 、 そ れ に 
よっ て (程度 は 問わ ず ) 填 伝 的 純度 を 破壊 し 破壊 し よう と する 方 法 で ある 。 


ワク チン 、 そ し て 実際 すべ て の 毒 に 関す る 解決 策 は 、 可 能 な 限り それ ら を 回 避 し 、 少 な く と も 、 著 書 
『Ubermenscheit: become a ス ー パ ー マ ン 』 の 作家 。 こ の 記事 の 執筆 時 点 で ワク チン 接種 を [回避 す る も う 1 

つの 手段 は ユダヤ 人 自身 び が し て いる よう に 、 宗 教 上 の 免除 を 主張 する か 、 そ の よう な 治療 を 受け る の は 信仰 や 良 

心 に 反する と 主張 する こと で ある 。 自 分 の 信念 体系 に お いて 、 い か な る 異物 も 自分 の 体 を 汚染 する こと は 許さ れ な い 

と いう こと 。 ひ と た び ユ ダ ヤ 人 占領 政府 が 国家 非常 事態 を 宣言 し 雇っ た 悪党 を 雇っ て ワク チン 接種 を 強制 すれ ば 、 こ 

の 「 代 替 」 つ まり 防衛 が 成功 する 可能 性 は 極め て 低い 。 (出典 、「Vaccine-Nation」、 ア ンド レア ス ・ モ リッ ツ )。 ワ 

クチ ン 接 種 の 使用 は 、「 医 療 専門 家 」、 つ まり 医学 と 同一 視 さ れる よう に な っ た も の の 言説 を 利用 し て 、 「 健 

康 と 安全 」 を 隠れ 装 と し て ユダ ヤ 人 に よっ て 効果 的 に 利用 され て いる が 、 こ れ は ユダ ヤ 人 の 自然 衛生 の 単なる 

乗っ 取り に すぎ な い 。 ア ー リ ア 人 と その 有害 な 「 切 断 (有害 で 不 必要 な 手術 ) 」 へ の 倒錯 と 倒錯 。 「 焼 く 」( 放 

射線 治療 ) 。 「 中 毒 」 (ワク チン 、 医 薬品 な ど ) 。 


放射 線 治療 に よる 中 毒 も 、 体 に 照射 され る 放射 線 は 体 の 恒常 性 と 完全 性 に 対す る 有毒 な 違反 で ある た め 、 そ れ 自 体 は 
助け で ある と 見 せ か け て いま す が 、 実 際 に は 害 を も た ら す 技術 の も う 1 つ で す 。 「 ガ ン 」 の 恐怖 は 、 ユ ダ ヤ 人 が 奴隷 を 
この 治療 に さら す た め に 使用 する マイ ンド コン トロ ー ル の 手法 で あり 、 医 療 上 の 「 聖 な る 令状 」 の 恐怖 を 煽り 、 対 

症 療法 的 な 疑似 科学 の 言説 と 、 白 衣 を 着 た 聖職 者 カー スト の 司祭 と その 売春 婦 を 利用 し て いる 。 看 護 師 た ち は ゴ イム 

を マイ ンド コン トロ ー ル し て 、 「 未 期 が ん 」 を 防ぐ た め に 避け られ な い 自 己 破 壊 的 な 治療 を 彼ら に 課 し 、 治 療 す る と 主 
張 す る も の ( 黒 魔術 ) を ば か ば か し く 作 り 出 し ます 。 


対症 性 中 毒 の 別 の 形態 は 、 消 毒 さ れ た 錠剤 の 形 を し た 最も 文字 通り の 意味 で の 毒 で ある 医薬 品 で す 。 ス プレ ー。 ク リー 
ム : パ ッ チ : 個 人 に と っ て 破壊 的 な 毒 で ある 、 ま た は 毒 を 含む 液体 な ど 。 恒 淀 性 を 破壊 し 見 せ か け の 下 に 既存 の 
問題 を 悪化 させ る 。 

ホメ オス タ シ ス の 不 均衡 や 、 極 度 の 急性 緊急 事態 を 救う 自然 治癒 技術 が 唯一 の 治療 法 で ある その 他 の 疾患 を 修正 し 
ます 。 薬 局 の 特殊 な 雇用 形態 (「 黒 魔術 」 を 意味 する ギリ シャ 語 の 「 フ ァ ル メイ ア 」 に 由来 する 言葉 ) は 、 個 人 の 生体 に 
害 を 及ぼ す だ け で な く 、 多 く の 場 合 、 次 の よう に 子孫 を 通じ て 集団 に 害 を 及ぼ す よ うに 設計 され て いま す 。 妊 
娠 中 の 女性 と 子供 の 場合 は 、 衰 弱 と 発育 状態 で 最も 脆弱 で あり 、 次 世代 を 構成 し ユダ ヤ 人 に と っ て 償 威 と な 

る た め 、 彼 ら は 最も 熱心 に 標的 に され ます 。 医 薬品 や ワク チン は 、 特 に 子供 の 発育 に 最大 限 の 悪影響 を 及ぼ し 、 脳 に 損 
坦 を 与え る よう に 設計 され て いま す 。 先 天性 欠損 症 お よび 自然 で 健康 な 発育 の 遅れ 全般 。 


援助 と 「 健 康 」 を 隠れ 装 に 白色 人 種 に 最大 限 の 害 を 及ぼ す た め に 利用 され る 追加 の 対症 療法 技術 は 次 の と お り で ある 。 
根 管 な どの 手術 。 ト ラン スジ ェ ン ダー の オペ レー ショ ン 精 管 切除 術 (出生 率 の 低下 ) 。 中 絶 。 臓 器 摘出 ( 局 桃 腺 、 虫 
垂 、 腎 臓 肝 臓 な ど ) な ど 一般 朋 9 

出生 率 を 低下 させ 、 国 民 の 健康 を 妨げ る こと で す 。 こ れ ら の 級 密 で 特別 な テクニック の リス ト は 、 ア ロ パ シー が 提供 

する 「 サ ービス 」 の 量 だ け で 使い 尽く され ます 。 あ ら ゆ る 対症 療法 的 規律 は ユダ ヤ 人 に よっ て 乗っ 取ら れ 、 彼 ら 

の 敵 で ある 人 々 に 危害 を 加え 、 彼 ら が 寄生 的 に 自分 自身 を 豊か に する た め に 利用 する 人 々 を 助け る た め に 倒 鐘 し て 

きま し た 。 


Machine Translated by Google 


検眼 : 眼鏡 は 目 の 筋肉 を 弱め る た め 、 よ り 強 い 処方 が 必要 に な り ま す 。 プ ラス チッ ク で コー ティ ング され た レン ズ は 
光 で 劣化 し 、 有 害 な UVA 線 が 目 に 入る 可能 性 が あり 、UVB を 遮断 し ます 。 レ ー ザ ー 有 眼科 手術 は 眼球 の 形 を 破壊 し 
ます 。 カ イロ プラ クティ ッ ク は 背骨 を 歪め ます 。 歯 科 の ドリ ル 、 詰 め 物 、 請 求 書 、 粘 膜 か ら 吸 収 さ れる フッ 化物 を 

含む 毒物 は 脳 に 損傷 を 与え ます 。 輸 血 は 血液 の 中 に 存在 する 魂 を 破壊 し 、 魂 は 外来 の DNA に 汚染 され ます 。 献 血 は 人 
の 重要 な 物質 を 排出 し 、 ほ ぼ 確 実に ユダ ヤ 人 に よっ て 飲ま れ ま す 。 中 絶 の 手順 


(中 絶 剤 ) は 白人 女性 に トラ ウマ を 与え る が 、 非 白人 女性 は トラ ウマ に な ら な い 。 彼 ら は 高 次 の 意識 原理 を 持た ず 、 
し た が っ て 影響 を 受け る こと が で き な い た め 、 ト ラウ マ を 負う 能力 を 持た な い 単なる 魂 に 取り 込ま れ た 野獣 で ある 。 
上 の リス ト は 、 ユ ダ ヤ 人 毒殺 の 表面 を な で っ た だ け で あり 、 彼 ら は 表面 上 の 「 人 道 的 配慮 」、 に 基づい て 逃れ る こと が 
で きる が 、 本 当 の 意味 で は 、 可 能 で あれ ば 他 者 を 犠牲 に し て 自分 た ち を 尊重 する こと を 意味 する に すぎ な い 。 「 ユ 
ダ ヤ 人 人 道 主義 」 と いう の は 矛盾 し た 話 だ 。 


追加 の 中 毒 形態 に は 、 合 法 お よび 違法 の 薬物 (アル コー ル と カフ ェ イ ン を 含む ) が 含ま れ て お り 、 こ れ ら は 最高 位 の 
麻薬 カル テル の ユダ ヤ 人 管理 に よっ て 入国 が 可能 に な っ て いま す 。 

そし て ここ 数 十 年 、 す べ て の 白人 の 被 造 国 で 国家 全体 が ユダ ヤ 人 に よっ て 支配 され て いる た め 、 国 境 警 備 と 警察 は 、 
ユダ ヤ 人 が 法廷 や 立法 府 か ら 締 め 出す 法律 主義 的 な 官僚 主義 に よっ て 、 あ る い は 警察 自体 の 腐敗 に よっ て 足止め さ 
れ て いる (ある い は その 両方 ) 。 ユ ダ ヤ 人 と フリ ー メ ー ソ ン ) 、 ユ ダ ヤ 人 と の 関わ り に よっ て 腐敗 し た 非 白人 警察 と 
その 部 下 た ち 。 ユ ダ ヤ 人 が 管理 する メデ ィ ア は 麻薬 の 使用 を 美化 し て お り 、 ユ ダ ヤ 人 の シン クタ ンク で は 麻薬 の 
美化 が 常に 優先 事項 と に な っ て いる (ジー クム ント ・ フ ロイ ト の 押 で ある エド ワー ド <L・ バ ー ネ イ ズ や その 紹介 な 

ど ) 

20 世 紀 に お ける 喫煙 の 割合 ) 。 


蒸留 所 か ら 酒類 を 販売 する 店 (少な く と も 社会 化 が 進ん で いる 国 で は ) 、 ユ ダ ヤ 人 が 経営 する バー、 居 酒屋 、 ク 

ラブ に 至る 酒 産業 全体 が 手下 た ち に そこ に 押し 込ま せ て 密か に ハー ドド ラッ グ の 密売 源 と し て 利用 し て いる 。 若 者 を 
腐敗 させ る 。 酒 類 産業 は 、 ア ルコ ー ル 「 飲 料 」 そ の も の の 形 で も 、 そ の 他 の 違法 お よび 合法 の 魂 を 破壊 する 物質 ( マ 
リフ ァ ナ 、 あ ら ゆ る 種類 の ハー ドド ラッ グ 、 あ ら ゆ る 形態 の ハー ドド ラッ グ ) の 両方 の 形 で 、 深 刻 な 依存 症 へ の 入り 品 
と な っ て いま す 。 


スリ ル を 求め る この 自家 汚染 と 自己 破壊 の 行為 の 美化 は 、 薬 物 と 、 薬 物 が 通常 引き 起こ す 感 覚 と 一 般 的 な 社交 性 と 

の 間 に 誤 っ た 関連 付け を 生み 出す 手段 と し て 意図 的 に 行わ れ て お り 、 時 間 の 経過 と と も に 、 さ ま ざ ま な 行為 を 行う 

こと が 社会 規範 と な り ま す 。 「 社 会 人 」 と し て の 資格 を 得る 必要 条件 と し て 薬物 を 使用 する こと 、 こ れ を 怠 れ ば 「 社 
会 の の け 者 」 と し て の 資格 を 与え る こと に な る 。 

汚名 を 着せ られ る 。 ユ ダ ヤ 人 が メデ ィ ア で 処方 する 薬 は 、 通 常 、 体 全体 の 変性 と 衰弱 を 引き 起こ す も の で あり 、 エ スト 
ロ ゲ ン 様 作 用 が あり 、 大 量 の エス トロ ゲン を 引き 起こ し て 人 を 女性 化 さ せま す (地球 上 で 最も エス トロ ゲン 性 

の 高い 植物 で ある ホッ プ と マリ ファ ナ を 含む アル コー ル ) 女 性 化物 質 で ある ) 。 


この トピ ッ ク に つい て さら に 詳し く 知り た い 場 合 は 、 著 者 の 著作 『 反 アル コー ル : 毒 の 浄化 』 を 読ん で くだ さい 。 「 麻 
薬 戦争 の 創設 と 警察 国家 の 建設 も また 、「 安 全 と 安心 」 を 提供 する と いう 口実 の 下 で 国民 の 心 の 中 で 正当 化す る 手 
段 と し て の ユダ ヤ 人 の 側 の 計画 で あり 、 ユ ダ ヤ 人 の 武装 解除 で あっ た 。 ユ ダ ヤ 人 の 鉄 の か か と の 下 で の 住民 

と 彼ら の 最終 的 な 征服 。 ユ ダ ヤ 人 の 代理 人 を 通じ て 毒物 を 配布 する こと は 、 ユ ダ ヤ 人 が あら ゆる 形態 の 生命 を 

対象 と する こと を 意図 し て お り 、 

彼ら は 白人 人 種 に 対し て 可能 な 限り 効果 的 な 攻撃 を 行う こと が で きる か も し れ な い 。 し た が っ て 、 彼 ら は 毒物 を 
空気 を 通し て 配布 し よう と し ます 給水 : 食 糧 供給 や 大 気 中 を より 微妙 な レベ ル で 電磁 場 の 形 で 伝達 する こと で 、 彼 ら 
の ター ゲッ ト (白色 人 種 ) が あら ゆる レベ ル で 生物 の 中 毒 を 支援 する よう に し ます 。 


Machine Translated by Google 


食糧 供給 に 関し て は 、 特 に モン サン ト 社 を 通じ て 彼ら が 作り 出し た 遺伝 子 組 み 換え 食品 の 使用 は 、 子 供 た ち に 癌 状態 や あら 
ゆる 種類 の 病気 や 発達 異常 を 引き 起こ し 、 ま た 食糧 供給 を 制御 し 、 従 っ て 依存 関係 を 生み 出す こと に よっ て 人 
類 の 人 口 を 制御 し て いる 。 タ ー ミ ネー ター・ シ ー ド に つい て は 、 前 者 が ユダ ヤ 人 支配 の 企業 に 戻り 、 不 条 理 な こと に 死 と 破 
壊 の 種 で ある 生命 の 種 を 受け 取り 続け る 必要 が ある (「 破 壊 の 種 」、 ジ ェ フ リー・M・ ス ミス ) 。 こ の 魔女 が 作っ た 、 食 品 と は 
言え な い 毒 の 醸造 に 加え て 、「 食 品 」 と 呼ば れる 物質 に 組み 込ま れ 、 ユ ダ ヤ 人 占領 政府 の 規制 当局 に よっ て 「 人 間 の 消費 に 
適し て いる 」 と みな され た 無数 の 化学 添加 物 が 加わ り 、「 食 品 」 は 危険 な 物質 と な る 。 人 口 に さら に 有害 な 影響 を 与え る さら 
に 強力 な 毒 これ は 、 精 製 さ れ た 砂糖 や で ん ぷん か ら 「 食 品 」 と 呼ば れる 化学 物質 に 至る まで 、 ユ ダ ヤ 人 の 明示 され て い 

な い 意 図 で ある サプライ チェ ー ン の すべ て の 段階 に わた る ユダ ヤ 人 の 農業 お よび 食品 産業 の シス テム は 、 人 矯 辱 を 加え る 和 集 
団 の 遺伝 的 精神 的 な 劣化 を 最大 限 に 高め る た め に 、 ほ ぼ 検 出 不 可能 な 量 の 毒 を 加え て 傷害 を 与え る こと も ある が 、 彼 ら は 決 
し て 精神 に 害 を 及ぼ すこ と は で きず .、 最 終 的 に は 自分 自身 を 破壊 する だ け で ある 。 食 糧 問 題 に 関し て は 、 著 書 『Salubriuous 
Living』 や 著者 の ハン ドブ ッ ク 『Ubermenscheit: become a Superman』 に 概説 され て いる 推奨 事項 の 多く を 遵守 

する こと が 推奨 され ます 。 


空気 の 供給 は 、 工 場 や 農場 か ら 際 限 な く 放 出さ れる 化学 粒子 状 物質 に よっ て 汚染 され て いる だ け で な く 、 ほ と ん どの 人 

間 に は 感知 で き な い 害 を 生み 出す ケム トレ イル や 電磁 場 に よっ て 完全 に 汚染 され て お り 、 こ れ が 彼ら の 大 量 虐 殺 計 画 に お 
ける ユダ ヤ 人 の 全体 的 な 意図 で ある 。 

時 間 、 資 金 労 力 の 点 で 最小 限 の コス ト で 、 最 小 限 の 検出 で 国民 に 最大 限 の 危 娠 を も た ら す - 純粋 健全 性 計算 、 ゲ ー ム 
理論 的 計算 と 超 合理 的 マイ クロ マネ ジメント に 従っ た 手段 と 目的 の 計算 、 ユ ダ ヤ 人 の 従来 の 手口 。 重 金属 ナノ 粒子 ( ア 
ルミ ニウム 、 バ リウ ム 、 ス トロ ンチ ウム な ど ) で 構成 され る ケム トレ イル は 、 次 の 目的 に 定期 的 に 噴霧 され ます 。 


1) 天候 を 操作 し て 大 気 を 冷却 する 。 


2) この 事実 に より 、 作 物 の 収量 が 操作 され 、 餅 僚 や 洪水 が 引き 起こ され る 可能 性 が あり ます 。 作 物 の 破壊 。 雲 を 特定 の 地 
域 か ら 遠 ざけ る こと に よる 干ばつ や 、 電 磁場 テク ノロ ジーHAARP ア レイ と 連携 し て 機能 する 森林 火災 (ニッ クベ ギ 

ッ チ の 「 天 使 た ち は こ の HAARP を プレ イ し な いで 」) な ど 、 下 に 毒 を 散布 する 、 よ り 実 行 可能 で 明白 な 大 量 虐殺 技 

術 、 近 所 の 間 で の 汚染 物質 と な る よう な (言い 訳 や 正当 化 ) 


給水 され 、 人 々 の 呼吸 器 系 に 吸い 込ま れ 、 が ん 状態 や その 他 の 病気 を 引き 起こ し ます 。 た と えば 、50 年 代 に DDT が 子供 た 
ち に 噴 唆 され た 場合 な ど で す 。 


汚染 を 確実 に 避け る た め に は 、 可 能 で あれ ば 人 口 密集 地域 か ら 離 れ 、 住 居 の 窓 に フィ ルター を 設置 し 、 飛 涼 が 発生 し た と き 
は 窓 を 確実 に 閉め 、 外 部 か ら 住居 に つなが る すべ て の 空調 ダク ト を 遮断 する 必要 が あり ます 。 ス プレ ー の 時 間 。 

EMF フィ ー ル ド を 回 避 す る に は 、 お そら く 金 属 製 の バン や バス の 外 で 生活 する か 、 内 部 に 金属 シー ルド や 電磁 界 を 緩衝 

する パネ ル を 設置 で きる 頑丈 な コン クリ ー ト の 建物 に 住む と いう 選択 肢 が あり ます 。 高 価 で は あり ます が 、 特 殊 な 電磁 場 緩衝 
服 ( 銀 繊維 を 含む も オプ ショ ン で す 。 水 の 供給 は 、 食 物 と 空気 に 加え て 、 生 命 の 必須 条件 で ある 第 3 の 媒体 で す 。 ユ ダ ヤ 
人 は 、 こ の 媒体 を フッ 素 で 汚染 する こと に より 、 白 人 に 対し て 先制 的 か つ 秘 密 裏 に 攻撃 する 効果 的 な 手段 と し て ター ゲッ ト 

に し よう と し て いま す 。 ネ ズミ の 人 ) 塩 素 (化学 兵器 ) や その 他 あ ら ゆ る 種類 の 化学 物質 が 、 表 向き は ユダ ヤ 政 府 の 水 

処理 施設 を 通し て 濾過 され て いる 。 上 黒 死 病 は 、 慕 延 の 経路 と し て 水道 と いう 媒体 を 利用 し 、 ユ ダ ヤ 人 の カバ リス ト 、 シ ャ 

バタ イ ・ セ ヴィ と その 追随 者 た ち が ペ スト の 犠牲 者 を 海 に 投げ 込ん だ 結果 で し た 。 


Machine Translated by Google 


ヨー ロッ パ の 都市 の 給水 を 妨害 し 、 感 染 し た ネズ ミ を 都市 に 持ち 込む こと で ペスト を 引き 起こ し た 
それ を 白人 人 口 に 広め た 地域 。 


「Ubermenscheit: become a Superman」 で 説明 され て いる 汚染 の 解決 策 は 、 逆 浸透 水 で は な く 、 可 能 で あれ ば 
蒸留 水 の み を 摂取 し 、 最 後 の 選 択 肢 と し て 高度 に 濾過 され た 水道 水 を 摂取 する こと で す 。 

最初 に 煮沸 し 、 そ の 後 セ ラミ ッ ク フ ィ ル ター な ど を 使用 し て ろ過 し ます 。 夜 間 に ケ ム ト レ イル を 散布 する こと も で きま す 
が 、 結 赴 水 を 消費 する こと も オプ ショ ン で す 。 創 造 運動 の 4 つの プロ グラ ム は 次 の と お り で す 。 健全 な 精神 、 健 
全 な 身体 健全 な 社会 健全 な 環境 が 必要 で す 。 そう で な いと 社会 の 健全 性 に 依存 し て 生き 延び る と し て も 社会 の 
個々 の 成員 は 最終 的 に は 滅び ます 。 。 こ の 存在 原理 は ユダ ヤ 人 に よっ て 理解 され て お り 、 ユ ダ ヤ 人 は 、 ユ ダ ヤ 人 が 
自然 生態 系 (生命 シス テム 「 バ イオ シス テム 」 ) 内 に エン トロ ピー を 意図 的 に 作り 出す こと で 、 自 然 環境 条件 と 人 
工 環 境 条件 と 人 間 集 団 と の 間 に 存 在 する 因果 関係 を 知っ て いる 。 死 の シス テム 「 ア ンチ バイ オシ ステ ム 」 。 


こう し て 彼 は 環境 を 汚染 し ます 。 彼 は 、 建 築 的 に ジオ パシ ッ ク に 配置 され た 構造 物 や 住居 (円 形 の 構造 で は な く 正 
方 形 ) を 作成 し 、 不 調和 な エネ ルギー の 流れ を 生み 出す 正方 形 の 格子 パタ ー ン に 治っ て 社会 を 計画 し 、 そ の 結果 、 人 々 が 
不調 和 な 雰囲気 に さら され 、 そ の 結果 、 健 康 被害 に 苦し むこ と に な り ま す 。 地 球 か ら の 鉱物 の 絶え 間 な い 採 掘 と 、 


核 廃 棄 物 は 、 ユ ダ ヤ 人 技術 者 に よる 環境 破壊 の 無数 の 例 の うち の 2 つ に すぎ ませ ん 。 大 株 主 を 個人 まで 追跡 する だ け で 、 
ほとん ど が ユダ ヤ 人 で ある こと が わか る 

し た が っ て 、 そ れ ら は これ ら の 産業 の 原動力 で あり 、 単 に 私 利 私 欲 の た めで は な く 、 

白人 住民 と その コミ ュ ニ ティ に 対す る 秘密 攻撃 で 、 国 民 か ら 正 当 な 敵対 的 反応 を 引き 出し た 後 、 間 題 の 責任 を 民間 部 門 
に 押し つけ 、 さ ら に は 大 衆 を 王 き 自ら が 作り 出し た 混乱 に 反対 する 環境 保護 運動 を 主導 し 、 自 ら の 目的 達成 に 
向け て 努力 し た 。 ザ イオ ン 政 府 。 実 際 、 ユ ダ ヤ 人 に よっ て 引き 起こ され た 環境 破壊 を さら に 強調 する に は 、 ユ ダ ヤ 人 の ロッ 
ク フ ェ ラー 家 (本 名 は ロー ゼン フェ ル ダ ー、 隠 す た め に 名 前 を 英語 化し た ) と 、 彼 ら が ヘン リー・ フ ォ ー ド に 植物 由 

来 の ガサ ホー ル の 代わ り に 自動 車 に ガソリン を 使用 する よう 圧力 を か けた こと に 注目 する だ け で よい 。 自 動車 
産業 を 支配 し 、 自 動車 産業 を 自社 に 依存 させ る 手段 と し て の スク ラッ プ 標準 石油 は 、 石 油 と ガス を 自ら 購入 する 必要 を 
生じ させ 、 そ の 過程 で 環境 を 破壊 する 手段 と し て 、 最 終 的 に は 人 間 の 移動 を 制御 する 人 間 と 環境 の 健康 を 破壊 し ます 。 


ユダ ヤ 人 が 持つ 特定 の 手法 の すべ て を 通じ て .、 黒 魔術 の ダブ ル バ イ ンド と し て 、 行 われ て いる こと が 次 の と お り で ある と 
国民 に 納得 させ まし た 。 


1) 公益 の た め に 行わ れる か 、 ま た は 


2) 民間 部 門 の 「 企 業 」 を 非難 する (当初 か ら 機能 的 な シス テム を 構築 し て いた 白人 人 口 か ら 彼 ら が 引き 継い だ 州 内 で 
の 権力 を めぐ る 競争 と な っ て いる も の ) 。 こ の よう に し て 、 不 運 な カモ で ある 白人 た ち は 、 ユ ダ ヤ 人 が 他人 に し た こと 

の 責任 を 負わ され た り 、 ユ ダ ヤ 人 の 陰謀 や 権力 の スケ ー プ ゴー ト に され る こと で 自ら の 指導 者 に 対す る 暴力 を 扇動 され た 
り し て きた 。 


ユダ ヤ 人 に よっ て 逆転 され た 法制 度 は 彼ら の 意識 の 外 挿 で あり 、 い わ ば 「 成 文化 」 で す 。 ほ ぼ す べ て の 白人 被 創 千 
国 の 現在 の 法制 度 は 、 彼 ら の マフ ィ ア の スタ イル と 革命 的 戦術 が 白人 社会 を 破壊 し 、 同 時 に 罰 易 関係 を 通じ て 権力 を 獲 
得 し よう と し 、 王 に ユダ ヤ 人 を 演じ よう と し た 結果 で ある 。 高 利 貸し と 王 の 獲得 
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借金 を 抱え 、 白 人 エリ ー ト と の 混合 を 通じ て 同盟 を 形成 し 、 白 人 社会 の 既存 の 階層 を 引き 上 げ ま し た 。 こ の 法制 度 

は 常に 共産 主義 モデ ル に 従っ て いる 。 つ まり 、 ケ ヒラ と ラビ の グル ー プ が 共和 制 や 民主 主義 の 表立っ た 人 々 の 背後 か ら 
法制 度 を コン トロ ー ル する と いう も の で あり 、 も し 彼ら が それ を 達成 で きた 場合 に は 、 よ り 神 権 的 な 性 質 を 持っ た ソ 
連 の モデ ル に 似 て いる 。 今 日 の イス ラ エ ル 国 家 で は 、 裁 判 記 は 、 ユ ダ ヤ 人 に 特有 の 法典 で は な く 、 凝 視 決定 (先例 主義 ) と 
比率 決定 (ユダ ヤ 人 に と っ て 有用 で あれ ば 、 裁 判官 が 法律 を 制定 し 、 過 去 の 先例 を 上 書き する ) に 基づい て 決定 を 下 し 
て いる 。 マ ヌ 法 典 や ロー マ の ジャ ステ ィ ニ アヌ ス 法 典 な どの アー リア 人 。 ユ ダ ヤ 人 の 評 頭 制 の 口論 と 誠 井 、 そ し て 彼ら の 
個人 的 な 判断 と 利己 的 な 動機 が 、 ユ ダ ヤ 人 の 制度 、 義 務 の 制度 の 中 で 最も 君 除 し て いる も の で ある 。 「 法 制度 」 

や 「 司 法制 度 」 と 呼ば れる 、 銃 口 で 施行 され る 禁止 や 許可 は 、 自 分 た ち を 「 ユ ダ ヤ 人 」 の 形 に 導き 出す ファ リサ イ 

派 の 無数 か つ 無限 の 筆記 に よっ て 成文 化 さ れ た 、 ユ ダ ヤ 人 の 混 当 と し た 悪魔 の よう な 魂 の 外面 化 に すぎ な い 。 地 球 を 
支配 する 集合 意識 。 


それ は すべ て に 奉仕 する と いう 口実 の 下 で 自ら を 機能 させ 、 そ の 過程 で ます ます 大 き な 不 調和 を 生み 出し 、 す べ て の 有 
機 的 生命 の 自然 な 傾向 を 絡め 続け 、 生 命 力 を 窒息 させ 窒息 させ ます 。 

法律 、 細 則 、 割 合 (裁判 官 が 制定 し た 法律 に お ける 決定 理由 ) な どの 競 昧 の 巣 を 通し て 、 そ し て 一 般 に 、 ゴ イム と 

の 関係 の レベ ル で この シス テム の 機能 を 管理 する 集合 体 と し て の ユダ ヤ 人 が 逃れ る こと が で きる も の は すべ て 物理 
的 な 領域 で クモ と し て 機能 し ます 。 

彼ら は 、 彼 ら に 影響 を 与え 、 生 体 エ ネル ギー の 源 と し て ゴイ ム を 自分 た ち に 結び つけ よう と する 、 い わ ば 高 次 元 の 「 胸 
昧 」 と 結び つい て いま す 。 ユ ダ ヤ 人 に 奉仕 する と いう こと は 、 白 人 を 実質 的 に 傷つけ 、 事 実 上 の 「 無 法 者 』、 に する こと を 伴 
う が 、 そ れ は 彼ら が 白人 虐殺 の シス テム に 奉仕 する 「 善 良 な ゴイ ム 」 で あり 、 金 銭 的 に 比例 し て 報酬 を 与え られ る 場合 に 
限る (キリ スト 教徒 も リベラ ル 派 も この 有用 な カテ ゴリ ー に 入る ) 。 ユ ダ ヤ 人 、 特 に キリ スト 教徒 の 患 か 者 ) 。 


白人 に 危害 を 加え る と いう こと は 、 具 体 的 に は 次 の こと を 意味 する : 彼 ら に 公正 な 裁判 を 拒否 する こと (白人 男性 が 「 犯 
罪 」 と 呼ば れる も の を 犯し た 場合 、 平 均 し て 非 白人 より も は る か に 厳し い 刑 久 が 与 えら れる ) 。 法 制度 を 剣 や 盾 と し 

て 利用 する こと を 否定 する (事実 上 の 「 見 せしめ 裁判 」 と し て の 最も 形式 的 な 意味 で の み 他 人 を 訴追 する 能力 を 否定 
する 場合 や 、 告 発 か ら 身 を 守る 能力 や 法 的 権利 を 取得 する 能力 を 否定 する 場合 弁護 士 と いう 形 で の 代理 人 は 、 ユ ダ ヤ 
人 か フリ ー メ イソ ン の いずれ か の 弁護 士 か ら 選 ば れ 、 極 度 に 貧し い 場 合 に の み 、 表 向き は 無料 で 法 的 代理 を 受け る こと 
が で きる が 、 依 然 と し て 訴訟 費用 を 請求 され て いる 。 政 府 資金 提供 の ペティ フォ ッ ガ ー) 。 法 制度 は 白人 を 代表 し て お ら 
ず 、 あ か ら さ ま に 非 白人 に 有利 に 偏っ て お り 、 最 終 的 に は 明らか に 白人 に 対し て 偏っ た ユダ ヤ 人 の 権力 の 増 

大 に より 、 白 人 は 自国 で 「 法 」 と 呼ば れる も の か ら の 保護 を 受け られ ず ほ ぼ 無 力 に な っ て いる 。 そ し て 、 白 人 が ます ます 
狭く な る 溝 か ら 一 歩 で も 外 に 出 よう と する 場合 に は 、 あ ら ゆ る レベ ル の 法制 度 が 、 白 人 を 迫害 し 、 訴 追 す る た め に 利 

用 され る こと に な る 。 


彼ら は 賃金 奴隷 と し て 働き 、 エ ネル ギー の 食糧 源 と し て 「 ユ ダ ヤ 人 」 に 奉仕 する こと を 強制 され て いる 。 


法制 度 の 偏見 の 結果 と し て 、 非 白人 は 白人 社会 を 破壊 する よう 奨励 され 、 白 人 は 検 関 され 、 沈 黙 さ せら れ 、 武 装 解除 さ 

れ 、 非 白人 に よっ て も た ら さ れる 大 量 虐 殺 か ら 身 を 守る こと が で き な く な り ま す 。 非 ダ ヤ 人 の た め の ユ ダ ヤ 法 で 

ある ノア ハイ ド 法 が 秘密 裏 に 、 そ し て 最終 的 に は 公然 に 制定 され た こと は 、 ユ ダ ヤ 法 の 遵守 を 要求 する 法 

制度 に お ける ユダ ヤ 人 の 優位 性 を 示す も う 一 つの 兆候 で あり 、 そ う で な けれ ば 、 そ の 結果 と し て 斬首 の 対象 と な る べき 
で ある 。 こ れ ら と 同じ こと に 違反 し て いる こと が 知ら れ て お り 、 こ れ が 深刻 で ある こと の 証拠 は 、 ソ ビエ ト 連 邦 内 の 
集団 と し て の ユダ ヤ 人 を 批判 し た り 発 言 し た りす る こと に 対す る 禄 則 で あり 、 射 殺 (死刑 ) と いう 宮 則 で あり 、 広 く 墓 延 し 
て いる も の で ある 。 ユ ダ ヤ 人 コミュニ ティ と その すべ て の シャ ボ ・ ゴ イム (キリ スト 教徒 、 共 産 主義 者 な ど ) で 構成 され 

る スパ イネ ットワーク で あり 、 こ れ ら の 無数 の 規則 や 無数 の 法律 、 細 則 な ど を 非 公式 に 施行 する 役割 果たし て いま 

す 。 コ ユダヤ 人 最高 裁判 所 に よっ て 作成 され た 
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自分 た ちの コミ ュ ニ ティ に 対す る ラビ と し て 、 他 人 に 対し て 裁き を 下す 裁判 記 た ち 。 こ うし て 見 る と 倒錯 が 見 て 取れ る 
そし て いわ ゆる 「 法 律 」 の 二 生 基準 。 


ユダ ヤ 人 が 彼ら の 「 最 終 目 標 」 を 達成 で きる と 仮定 する と 、 こ の 法律 は ほぼ 確実 に 、 ユ ダ ヤ 人 が 多かれ 少な か れ 何 を し て も 逃れ る こと 
が で き 、 白 人 は 生物 学 的 集団 と し て 破壊 され る こと を 可能 に する 、 現 代 の (最新 の ) 神 権 的 エン トロ ピー シス テム と な る だ ろう 混成 
の 群衆 は ユダ ヤ 人 専制 君主 の 鉄 の か か と の 執行 者 の 下 で 奴隷 制 に 押し つぶ され 、 鉄 の 棒 で 支配 され た 。 ユ ダ ヤ 人 が 統治 する 統治 
機構 

その 力 は お そら く 、 こ の 地球 の 混乱 の 主 な 動き で ある 悪魔 の 力 を 通し て 得 ら れ ま す 。 そ れ は と も か く 平均 的 な 人 間 が 理解 で きる 
こと は 、 マ イン ドコ ント ロー ル に の み 従 属す る ユダ ヤ 人 の 主 な 力 の 源 は 貨幣 シス テム の コン トロ ー ル で あり 、 ま さ に 貨幣 制度 の 発明 で 
ある と いう こと で ある 。 

端数 準備 銀行 業務 、 高 利 貸し に 基づく 信用 シス テム に 基づい た 法定 通貨 。 


ユダ ヤ 人 は 、 国 家 や 国家 ( 王 な ど ) の 統治 者 で ある 一 部 の エリ ー ト に 、 ユ ダ ヤ 人 か ら 借 金 を する こと で より 大 き な 富 を 約束 す 

る と いう 借金 を 通じ て 、 他 人 の 財産 や サー ビス に 対す る 権利 を 獲得 する こと で 権力 を 獲得 し ます 。 こ の よう に し て 債務 者 が 
支払 わな か っ た 場合 に 外国 が 債務 者 国 に 侵入 する 可能 性 や 名 誉 が 損 され る と いう 脅し を 通し て 、 ユ ダ ヤ 人 は 、 た と え そ れ が 取り 
立て と いう 形 だ け で あっ て も 、 そ の 国 の 土地 と 物品 に 対す る 請求 権 を 取得 する こと に な る 。 


税金 を 払い 、 費 用 の 一 部 を 自分 で 負担 し ます 。 事 実 上 の 賃金 奴隷 で ある 国民 に 課せ られ る 税金 は 、 国 王 が 、 そ し て 後 の 時 代 に は 国家 が 
国民 に 課す も の で 、 彼 ら は 生き る た め に 支払 うこ と を 強い られ て いる た め 、 古 代 世 界 の 奴隷 より も 劣悪 な 奴隷 と な っ て いる 。 


これ は 、 ユ ダ ヤ 人 が 非 ス ダ ヤ 人 に 課す 仕事 へ の 依存 の メカ ニズム で ある が 、 ユ ダ ヤ 人 は 大 部 分 を 自分 の も の に し .、 経 済 シ ステ ム の 支配 
に 基づい て 大 衆 に 対す る 権力 を 握っ て いる が 、 ユ ダ ヤ 人 が 経済 シス テム を 完全 に 支配 し て いる か どう か に は 議論 の 余地 が ある 。 

ジュ リア ス ・ エ ヴォ ラ が 「 経 済 の 悪魔 」 と 呼ん だ の は この シス テム その も の で あり 、 そ れ 自 体 が 国民 の 生存 と 継続 に 役立つ も の で 

あり 、 経 済 の 存続 が 経済 の 存続 と 結び つい て し まい 、 経 済 が 役に立た な く な る の で ある 。 


それ は 、 国 家 と 国家 が 監督 する 人 々 の 組織 の 発展 や 完成 の た めで は な く 、 生 産 の た め の 生 産 、 す な わ ち 、 国 家 の 最 終 ラ イン 
より も 高い 目的 を 意味 する 。「 法 定 生産 は 人 間 を 生産 する 」。 


要する に 手段 が 目的 に な り 、 目 的 (白人 種 の 集合 意識 ) が 地球 上 に 市 場 を 拡大 する と いう 名 目 で さえ 手段 と な り 、「 対 外 援助 と 
貿易 」 を も た らし 、 こ うし て 経済 と いう 悪魔 を 転移 させ て いる 。 課 税 は 国民 を 服従 させ 、 終 わり の な い 服 従 の 連鎖 に 国民 を 引き ずり 込 

み 、 そ の 価値 が 経済 的 な も の だ け で 証券 取引 所 で 売買 で きる 経済 的 手段 また は 「 人 的 資源 の レベ ル に まで 財 め て いる 。 牛 また は 「 ゴ 
イム 」。 貨 幣 制度 が 主人 と な り 、 そ れ を 管理 する ユダ ヤ 人 が 裏 で 主人 と な る 。 


働く こと を 拒否 し た 農奴 は 、 生 活 費 を 支払 う 余 裕 が な いた め 、 働 く 義務 を 課さ れ 、 生 命 エ ネル ギー、 つ まり 生命 の すべ て を 、 

次 の よう な 仕事 に 費やす 義務 を 課さ れ て いる た め 、 角 僚 と ホー ムレ ス に 陥る こと に な る 。 余 計 な 、 無 関係 な 努力 は 、 車 輪 の 中 で 走っ て 
どこ に も 行か な い ネ ズミ と 何ら 変わ り ま せん 。 働 く 能 力 が な く な る まで 継続 的 か つ 永 久 に 働く と いう この 義務 は 、 ユ ダ ヤ 人 の 吸血 鬼 が 
国民 か ら より 高度 な 成長 に 必要 な 手段 (時 間 、 お 金 、 労 力 ) を 奪い 、 生 きる た め の エ ネル ギー を 吸い 取る メカ ニズム で ある 。 お 金 は 人 間 
の 生体 エネ ルギー の 抽象 的 な 表現 に すぎ ず 、 他 人 の 仕事 に 対す る 権利 で あり 、 そ れ を 他人 に 与え る こと で 、 そ の 人 は 贈与 者 に 対す る 
義務 を 負い 、 す べ て の お 金 を 持っ て いる 人 が 贈与 者 に な る た め 、 自 分 自身 で それ を 吸収 し ます 。 本 質 的 な も の の 単なる 抽象 化 に すぎ な 
いも の 、 そ の 信 り の 価値 を 与え る 者 
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それ は 現実 的 で 具体 的 な 価値 が ある も の 、 す な わ ち 、 選 元 さ れ た 知覚 存在 の 生き た エネ ルギー で す 。 
「 労 働 者 」 の レベ ル 。 


この ユダ ヤ 人 は 神聖 な 賠償 金 か ら 株 式 市 場 の ギャ ン ブ ル や イン サイ ダー 取引 まで 、 さ ま ざ ま な 口実 の 下 で 自分 の 富 を 拡大 

する あら ゆる 手段 を 見 つけ ます 。 公 正 な 競争 の 違反 (コン バイ ン や 略奪 的 な 価格 設定 ) 、 中 毒性 の ある あら ゆる も の の 販売 (麻薬 

か ら ポ ル ノ 、 売 春 まで ) 。 

自分 が コン トロ ー ル する メデ ィ ア を 利用 し て 、 世 間 知ら ず の 大 衆 が 割引 価格 で 商品 を 買い 占め 、 調 整 前 の 価格 を 知っ て 富 を 獲得 す 

る と いう 心 が 汚染 され る 前 に は 決し て 需要 が な か っ た 商品 や サー ビス の 吉 要 を 生み 出す 。 そ し て 、 無 か ら 富 を 生み 出す 手段 と 

し て 非 コ ダ ヤ 人 の 冨 を 蓄積 し た 後 の 物 価 の 上 昇 。 こ れ は 、 企 業 に 関税 や 監査 を 課す ふり を し て 民間 部 門 の 白人 に 責任 を 転嫁 し な が ら 、 
自分 た ちの 関税 は 免除 し 、 し た が っ て 政府 を その 利益 の た め に 利用 する ユダ ヤ 人 支配 政府 (近年 彼ら の 笛 権 下 に 置か れ て いる ) と 連 
携 し て 機能 し て いる 。 彼 ら の 競争 を 阻止 する 規制 能力 は 、 民 間 企 業 の 二分 化 を も た ら す 宮 占 を 隠れ 装 に し て 、 さ ら に 強力 な 権力 独占 を 
自ら 獲得 し 、 最 終 的 に は 政府 その も の に 同化 し て 、 国 家 統 治 下 の 「 ザ イオ ン 」 と 呼ば れる 国際 奴隷 制度 に 移行 し よう と し て いる 。 不 自 
然 な 弁証法 で 「 資 本 主義 と の 戦い 」 を 装っ た 。 


避け られ な い 不 況 、 恐 慌 、 江 争 (戦争 サイ クル 、 平 和 サ イク ル ) は 、 ゴ イム (体制 の 生き 物 の 道具 ) に 餌 を 与え 、 ユ ダ ヤ 人 が 人 食い の 

乾 の た め に 銀 の 大 皿 に 盛る 弁証法 的 な 肉 挽き 器 と し て 機能 する 。 ユ ダ ヤ 人 が 大 量 虐 殺 計画 を 促進 する た め に 経済 シス テム を 利用 する 
追加 の 手段 は 、 以 下 の 上 9 で 非 白人 労働 者 を 割引 価格 で 雇用 する 民間 企業 の 利用 で ある : 1) より 多く の 野 訟 人 を 輸入 し て 白人 人 口 

に 混ぜ た り 、 白 人 を 殺 害し た り 、 2) 彼ら の 利己 的 な 底辺 に 仕え る た め に 祖先 の 故郷 で は 、 白 人 が 職 を 失い 、 ホ ー ム レス と な り 、 ま す 
ます 無力 な 集団 と な っ て いる 利益 を 求め る 「 資 本 家 の 條 欲 」 を 隠れ 装 と し た 白人 に 対す る この スト ライ キ は 、 白 人 た ちの 富 と 生活 

の 質 を 減少 させ 、 出 生 率 と 総 人 口 を 減少 させ 、 ユ ダ ヤ 人 が 引き 起こ そう と し て いる 権力 剥奪 と 虐殺 的 廃絶 と いう 下向き の スパ イラ ル 

で ある 。 


この よう に 、 経 済 は 悪魔 で あり 、 す べ て の 主人 で あり 、 自 分 以外 の 誰 に も 忠誠 を 持た な い 国 際 的 な ユダ ヤ 人 売春 婦 が 駆る 獣 で ある 。 経 
済 の 崩壊 、 ま た は その 差し 迫っ た 崩壊 を 通じ て 戦争 の 太鼓 が 打ち 鳴ら され 、 国 家 や 国家 グル ー プ の 敵 が いな けれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 が 創造 
また は 支配 する こと に な る 。 

ユダ ヤ 人 は メデ ィ ア を 利用 し て 、 自 分 た ち が 支 配 する 国家 へ の 混乱 や 危害 を 画策 し た と され る 敵 を 作り 上 げ 、 し た が っ て 国家 を 守 

る 、 あ る い は 国家 の 原則 を 守る と いう 名 目 で 「 英 」 を 攻撃 する こと を 正当 化 で きる と いう 事実 が ある 。 通 常 、 現 実に は 具体 的 な 根拠 を 持た 
な い 無 意味 な 抽象 概念 つつ まり 「 人 間 性 」。 ' 平 等: 標的 と な っ た 敵国 か ら の 領土 と 資源 獲得 の た め の 戦争 で ある これ ら の 戦争 の 過 
程 で ユダヤ 人 は お そら く 何 世代 も 前 に 先住 民族 と 混ざっ た 彼ら の 手先 (雑種 雑種 ) を 植え 付け る こと に よっ て 、 可 能 な 限り の 混乱 

を 生み 出す 。 : スコ リ ニ ク また は ハラ フ 法 に よる 法定 ユダヤ 人 ) と 彼ら に 民族 国家 主義 政府 に 対す る 共産 主義 革命 を 指導 させ 、 国 際 軍 
や 備 兵 、 国 車 、NATO、 民 間 企 業 、 ま た は 彼ら が 彼ら が 主張 する 他 の 国家 を 通じ て 「 弾 圧 」 す る こと を 正当 化 で きる 。 を 制御 する 

こと が で きま す 。 


戦争 の 肉 挽き 機 は 、 彼 ら が 管理 する メデ ィ ア で 流す 音楽 に 合わ せ て 国際 ユダ ヤ 人 の 手 に よっ て 回 転 さ せら れ 、 だ まさ れ や すい 愚か 
な 大 衆 が 熱心 に 戦争 機械 に 飛び 込み 、 自 ら を 肥やし に し 、 自 分 た ちの 魂 の エネ ルギー を ユダ ヤ 人 に 伝達 する 。 そ れ を 吸血 する ユダ ヤ 
人 。 ユ ダ ヤ 人 が 現在 、 十 目 の 大 衆 に りき 起こ し て いる 戦争 は 、 制 服 が 肌 の 色 で ある 、 い わ ゆ る 「 人 種 」 の 戦争 で ある 。 


Machine Translated by Google 


白人 男性 は 、 自 分 自身 と その 親族 の 生存 を 大 切 に し て いる と 仮定 し て 、 戦 うか 死ぬ か し な けれ ば な ら な い 。 白 色 人 種 

を 残 滅する た め の ユ ダ ヤ 人 の 武器 庫 の 中 で 最後 に 重要 な こと は 、 マ イン ドコ ント ロー ル と いう > 武器 を 彼ら が 使用 し て い 
る こと で あり 、 こ れ が 前 述 の すべ て に 浸透 し 、 彼 ら が 働き 、 効 果 的 に 働く こと を 可能 に する も の で ある 。 外 猫 な セー ルス 
マン や ショ ー マ ン (娯楽 演劇 の 俳優 ) で な く て も 、 何 か 価値 の ある も の を 提供 する ふり を し て 他人 の 領域 に 侵入 し た 彼 
ら は 、 ホ スト に 入場 を 許可 し て も ら う こと は 決し て で き な か っ た だ ろう し 、 偽 り の 贈り 物 で 誘 豆 す る こと も で き な か っ 
た だ ろう 。 他 人 の 意識 の 操作 は 、 ユ ダ ヤ 人 が 自分 た ちの 持つ 力 を 獲得 する メカ ニズム で あり 、 彼 ら の 力 は 利己 的 な 目 
的 の た め に 、 ま た 他人 の 利益 や 生存 に 反する た め に 利用 され る 心 の 力 で ある と 言え ます 。 非 ス ダ ヤ 人 の 長期 に わた る 
排除 は 、 集 団 と し て の 後者 の 絶滅 で 最高 潮 に 達し た 。 こ れ は 定義 上 「 黒 魔術 」 で あり 、 ユ ダ ヤ 人 の 力 で す 。 


ユダ ヤ 人 の マイ ンド コン トロ ー ル は 次 の よう な 形 で 行わ れ ま す 。 
1) 意識 的 な 心 に 直接 的 な 影響 を 与え る 


2) 非 コ ダ ヤ 人 の 意識 に 思考 / ア イデ ア を 導入 する 手段 と し て の シン ボル や シ ニ フ ィ ア ン を 介し た 間接 的 な 影 

響 。 そ の 結果 、 彼 ら の 自然 な 有機 的 思考 プロ セス が ユダ ヤ 人 に と っ て 有益 で 非 コ ダ ヤ 人 、 特 に 白人 に と っ て 有害 と な る 
方 法 で 修正 され る 。 客 観 的 に も ユダ ヤ 人 の 関係 の 理解 に お いて も 、 ユ ダ ヤ 人 に と っ て の 最大 の 脅威 を 構成 する 人 
物 で ある 。 に 関し て 


1) 心 に 直接 影響 を 与え るる ユダ ヤ 人 は 、 黒 魔術 (サイ コ / テ レキ ネン シス 精神 的 影響 遠隔 操作 、 催 眠 術 、NLP 神 経 言 語 
プロ グラ ミン グ ) を 利用 し て ター ゲッ ト の 意識 を 操作 し 、 何 ら か の 形 で 働き か ける (筆者 は 推測 し て いる ) 。 後 者 の 非 
物理 的 実体 が 機能 する 

ユダ ヤ 人 を 通じ て 、 日 常 的 な 次 元 で 特定 の 情勢 を 操作 する 。 具 体 的 に は 、 白 人 虐殺 計画 と 、 ゴ イム を 奴隷 化し 搾 
取 す る 道具 と し て ユダ ヤ 人 を 使用 する こと に よる 、 ゴ イム の 生体 エネ ルギー の 吸血 化 で ある 。 ユ ダ ヤ 人 は 、 特 定 

の 目的 ( 例 : 白 人 に 対す る 憎悪 と 社会 混乱 の 創出 、 課 税 に よる 搾取 の メカ ニズム と し て の 罪悪 感 と 白人 の 土気 の 低下 、 
外国 援助 、 労 働 の 成果 の 社会 主義 者 の 補 盗 ) 。 


水道 中 の フッ 化物 や 塩素 、 そ し て 前 述 の 無数 の 他 の 毒物 な ど 、 人 間 の 意識 を 操作 する た め の 他 の 直接 作用 技術 の 使 
用 も また 、 人 々 の 誰 知 能力 を 低下 させ 、 従 順 な 羊 の レベ ル に まで 低下 させ る た め に 使用 され て いま す 。 そ れ ら は 互い に 
連携 し て 白人 に 対す る 多 方 面 か ら の 攻撃 と し て この 目的 を 達成 し ポセイドン の トラ イデ ント が 継続 的 に 白人 民衆 に 突 
き 刺 さる 。 


2) マイ ンド コン トロ ー ル の 間接 的 な 形態 も 、 よ り 直 接 的 な 性 質 の マイ ンド コン トロ ー ル と 連携 し て 機能 し ます が 、 
コミ ュ ニ ケー ショ ン 形 態 (シン ボル 、 テ キス ト 、 口 頭 、 言 葉 な ど ) は 意識 へ の 直接 的 な 影響 で も ある た め 、 こ れ は ある 意 
味 人 為 的 な 区 別 で す 。 書 面 に よる 談話 、 さ ま ざ ま な ミー ム や イメ ー ジ な ど ) 、 自 己 破壊 的 な 特定 の アイ デア や 思 

形態 を 意識 に 植え 付け る 手段 と し て 白人 に 対し て 使用 され ます 。 英 で ある 白人 に 害 を 与え る こと に よっ て 、 そ し て 
結果 的 に 白人 に 害 を 与え な が ら 「 あ ら ゆ る も の 」 を 助け る と 表現 され る 考え を 白人 に 伝え る こと で 逃れ る こと に よっ 
て ユダ ヤ 人 に 優越 感 を 与え る こと に よっ て 、 ユ ダ ヤ 人 自身 に と っ て 有害 で あり 、 ユ ダ ヤ 人 に と っ て も 有益 で ある 。 例 と 
し て は 、 非 白人 を 被害 者 と し て 描写 し 、 白 人 の 極悪 非道 を ほのめかし (被害 者 は 悪役 で ある こと を 暗示 し ます ) 、 さ ら 
に 白人 に は 獲得 し て いな い 魔 法 の 特権 が あり 、 誤 っ た 歴史 物語 に 基づい て 白人 に は その 権利 が な いこ と を ほのめかし 
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日 常 生 活 の 中 で この 物語 を 暗示 する 伝達 的 な 記号 や シン ボル の 使用 は 、 こ れ ら の 物語 を 白人 の 意識 に 刻み 込み 

続け る た め に 使用 され て お り 、 か ぎ 十 字 な どの シン ボル や 、「 悪 者 」 と し て の 白人 に 対す る その 誤っ た 関連 付け が 使用 さ 
れ て いま す 。 「 ナ チ ス 」 と 黄色 の 六 世 星 の シ ン ボ ル は 、 白 人 の 悪事 を 暗示 する も う 一 つの シン ボル で す 。 ユ ダ ヤ 人 の 
マイ ンド コン トロ ー ル は 、 彼 ら の 至上 主義 的 な アジ ェ ン ダ に 奉仕 し て お り 、 そ の アジ ェ ン ダ に は 白人 虐殺 の アジ ェ ン ダ 
が 内 包 さ れ て お り 、 後 者 の アジ ェ ン ダ は その 中 に 含ま れ て いる 。 
OO ドコ ント ロー ル は 次 の よう に 細分 化す る こと も で き 


O 


1) 宗教 。 2) 教育 と 3) メデ ィ ア は 、 い ずれ も 同じ 悪性 の 思想 を 白人 大 衆 の 意識 に 広め 、 敵 対 的 な 印象 を 与 

える だ け で あり 、 最 初 の 宗教 (宗教 ) は ユダ ヤ 人 に よっ て 民衆 の 「 伝 統 」 と し て 支持 され て いる が 、 そ れ は 、 普 遍 

主義 的 / 平 等 主義 的 な 世界 観 と ユダ ヤ 人 の 究極 の 目的 に 役立つ 、 ユ ダ ヤ 人 に よる 最初 か ら の 考え (キリ スト 教 、 ヒ ン 

ズー 教 、 仏 教 、 て スラ ム 教 な ど ) に 基づい て いま し た 。 主 流 の 宗教 は 、 ユ ダ ヤ 人 が 支配 する 世俗 的 な 学校 制度 や 部 分 的 に 

世俗 的 な (現在 は 主流 と な っ て いる ) メ ディ ア の いわ ゆる 「 進 歩 主 義 」( 育 定 的 な 意味 で 、 実 際 に は 否定 的 な 意味 で ) に 
対抗 し て 、 進 歩 主義 の 望ま し く な い 性 質 を ユダ ヤ 人 に 伝え て いる 。 確 立 さ れ た 保守 的 な 中 流 階級 が 彼ら を さら に 押し 上 
げ る 


世俗 側 の より 縮小 され た バー ジョ ン に すぎ な い 教 会 の マイ ンド コン トロ ー ル に よっ て 人 々 が 秩序 を 保つ こと が で きる 
よう に 、 緊 急 に 教会 に 送り 込み 、 ユ ダ ヤ 人 が 望ん で いる 方 向 、 つ まり 彼ら の シオ ン 政 府 に 向かっ て 社会 を 動か し て いく の 
で す 。 世 界 と 、 後 者 の 知恵 の な い 農 奴 カ ー ス ト と し て ユダ ヤ 人 に 奉仕 する 人 口 の 雑種 化 。 ユ ダ ヤ 人 の フリ ー 
メー ソン 、 レ ー ニ ン が 言っ た よう に 、 「 子 供 た ち を 私 に 与え て くだ さい 。 学校 制度 の 進歩 主義 は 、 平 等 主義 的 反 白 人 イ 
デオ ロ ギ ー の 手段 と し て 、 ユ ダ ヤ 人 の 心 に 消え な い 刻 印 を 、 長 い 期間 に わた っ て 若者 の 心 に 刻み 込む よう に 設計 され 
て いま す 。 数 世代 か け て 、 ゴ イム を (ユダ ヤ 人 自身 の 碗 曲 的 な 言葉 を 使っ て ) ソ ロモ ン 寺 院 の 壁 の レン ガ に 徹底 的 に 

「 成 形 」 し まし た 。 


ユダ ヤ 人 が 古典 的 な 条件 付け を 通じ て 国民 に 押し 付け る 進歩 主義 は 、 第 三 帝国 で は 「 エ ンタ ル テ テ 文化 」 と 呼ば れ 

る も の で あり 、 今 日 で は 新 自由 主義 / ボ ル シ ェ ビズ ム / 文 化 マ ルク ス 主 義 と 呼ば れ て いま す 。 

そし て それ は 、 社 会 の 健全 性 を 侵食 する こと に よっ て 国民 を 遺伝 ベー ス で 人 触 み 、 結 束 力 の ある 少数 派 (ユダ ヤ 人 と そ 

の 第 三世 界 の 雑種 奴隷 、 ア ラブ 人 な ど ) に よる 社会 乗っ 取り を 可能 に する 社会 劣化 の メカ ニズム と し て ユダ ヤ 人 

に よっ て 設計 され た も の で ある 。 : 東 イ ンド 人 : 中 国人 , 

等 。) : フ ェ ミ ニズム は 、 家 庭 と 子供 や 高齢 者 の 世話 に 集中 し て 活動 する 母親 や 妻 と し て の 女性 の 自然 な 役割 を 

破壊 し 、 女 性 の エネ ルギー を 病 的 な 母性 形態 に 誘導 する : 官 僚 的 な 富 の 再 分 配 を 通じ て 第 三世 界 の 非 白人 の 子守 を 
する ユダ ヤ や 人 占領 政府 シス テム (JOG) に お ける 共産 主義 の アパ ラッ チ ニ ッ ク (「 ア パラ ッ チ チッ ク 」 ) と し て 。 

人 種 の 保護 者 や 擁護 者 と し て の 本 来 の 役割 か ら 、 病 的 な 形態 に 注意 を 移す 男性 向け の 文化 を 作り 出す こと 。 つ まり 、 マ 
ル チ カ ルト に 反対 し よう と する より 健全 な 精神 を 持っ た 人 種 の 代表 者 か ら マ ル チ カ ルト を 守る こと 。 ル クレ の 総 蓄 積 に 
エネ ルギー を 集中 する (リバ タリ アニ ズム ) 。 女 た らし の 快楽 主義 者 や スポ ー ツ 活動 (サイ クリ ング な ど ) に エネ ル ギ 
ー を 浪費 する 社会 の 若者 た ちの 間 で 自己 破壊 的 な 麻薬 文化 を 奨励 し 、 快 楽 主義 的 な スリ ル の 文化 に 巻き 込ま れる よう 習 
慣 化 さ せ 、 精 神 の 欠如 に よっ て 悪魔 の 混信 に 自ら を さら そう と する 自己 封じ 込め / 制 御 (デミ ウル ゴス の 相殺 する 力 に 抵 
抗 す る 意志 力 ) し 、 遺 伝 子 レ ベル で 自分 自身 を 劣化 させ 、( 脳 の 損傷 と 、 毒 に よる 高 次 の 機能 の 凌 縮 と 破壊 を 介し て ) よ り 
高い 潜在 能力 の 破滅 を も た らし ます 。 ユ ダ ヤ 人 の 往来 ) 。 特 に キリ スト 教 に 関し て 、 そ し て 実際 に 主流 の 宗教 全体 に 存 
在 し て いる も の に 関し て は 、「 救 済 主義 の マイ ンド コン トロ ー ル が 推進 され て お り 、 こ れ は その よう な 信条 の 信奉 者 に 
よる 外部 の 権威 へ の 依存 を 意味 し ます 。 


彼ら の 理性 的 な 精神 は 切り 離さ れ 、 意 図 的 な 無知 と 現実 否定 (認知 的 不 協 和 ) の 状態 で 純粋 に 人 生 を 送っ て いま す 純 
粋 に 感情 的 な 状態 、 ま た は 別 の 状態 と し て 
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さま ざま な 単語 、 フ レー ズ 、 イ メー ジ と 組み 合わ され た 、 せ い ぜ い 特定 の 感情 を 持つ 無意識 (グラ フン ) 
ある い は いい え ) 彼 ら の 意識 の 中 で (「 イ エス ! 」 、「 彼 は あな た の 罪 の た め に 死ん だ 」 、「 あ な た を 裁く な 」 、「 も う 一 方 の 類 を 向け る 」 、 

「 シ ー ザ ー の も の を シー ザー に レン ダリ ング する 」) そ の た め 、 説 教 (媒体 は メッ セー ジ ) に さら され る 期間 (時 間 ) と 強度 が 
増す に つれ て 、 彼 ら は 正真正銘 の マイ ンド コン トロ ー ル され た 奴隷 に な っ て し まい ます 。 


この よう に ユダ ヤ 人 は 一方 で は 文化 的 マル クス 主義 左翼 の 進歩 主義 を 考案 し 、 他 方 で は 

一 方 は 反動 的 な 保守 本 流 の 宗教 も う 一 方 は 奴隷 制 の 完璧 な 公式 で ある マイ ンド コン トロール. 世界 コン トロ ー ル (ジム ・ キ ー ス 

の 同名 の 本 は 、 フ リッ ツ ・ ス プリ ング マイ ヤー の 本 「 イ ルミ ナ テ ィ が 完全 に 検出 不可 能 な 心 を どの よう に 作り 出す か 」 と 同様 に 、 使 用 
され る テク ニッ ク で 使用 され る 詳細 を 増幅 し て いる ) 「 管 理 さ れ た 奴隷 」 お よび 「 イ ルミ ナ テ ィ の 公式 に つい て の より 深い 洞 

察 」) 。 こ の よう に 、 ユ ダ ヤ 人 は その 歴史 全体 を 通じ て 、 今 日 に 至る まで 、 敵 の 心 を コン トロ ー ル し て 彼ら を 農奴 制 に 皮 め 、 世 

界 統一 政府 (グロ ー バ リゼ ーション ) の 実現 に 向け て 努力 する 技術 を 採用 し て きま し た 。 ユ ダ ヤ 人 の 黒 魔術 の 影響 は 、 す べ て の イデ 
オロ ギー に それ ら の 相関 的 な 思考 形態 と 象徴 性 を 伴っ て 浸透 し て お り 、 そ の た め 、 こ れ ら の イデ オロ ギー を 読む こと 、 お よび / ま た は そ 
の 文化 的 具体 化 で ある 講義 や イベ ント を 聞い た り 見 た りす る こと に よっ て 、 こ れ ら の イデ オロ ギー に 参加 する こと が で きま す 。 そ れ ら 
の 形 が 意識 の 中 に 教え 込ま れ 、 時 間 と 暴露 の 強 さ に よっ て 、 人 は ユダ ヤ 人 や ユダ ヤ 人 を 非 物理 的 次 元 か ら コ ント ロー ル す る を 実 

体 の 影響 下 に 置か れ 、 半 依 され 執着 する よう に な り 、 独 立 し た 精神 を 持つ 存在 と し て 服従 する よう に な り ま す 。 


集団 ヒス テリ ー や 孤独 死 の 現象 は すべ て ユダ ヤ 人 の マイ ンド コン トロ ー ル の 結果 で す 。 

すべ て の 革命 。 ど こ か ら と も な く 勃 発する よう に 見 える 戦争 と 混乱 は 、 ほ ぼ 間 違い な く 、 ユ ダ ヤ 人 が 「 天 使 」 と 呼ぶ も の 、 つ まり ユダ ヤ 
人 と 協力 し て 働き 、 お そら く 最 初 か ら 彼 ら の 創造 者 で ある 暗黒 エネ ルギー 物質 の 超 次 元 レ プティ リア ン 実 体 の 結果 で ある 。 始 まり 

は 言葉 で あり 、 そ の 言葉 は 「 ユ ダ ヤ 人 の マイ ンド コン トロ ー ル で あり 、 そ の マイ ンド コン トロ ー ル は ユダ ヤ 人 の も の だ っ た : 『 私 た 
ち (エロ ヒム ) が 私 た ちの [複数 形 1] の イメ ー ジ で 人 間 (ゴイ ム ) を 創 告 し まし ょ う 」 - 悪 魔 の よう な 生命 体 の 集合 意識 の こと で し 

た 。 白 人 へ の 知恵 の 言葉 : ユダヤ 人 と ユダ ヤ 人 に 反対 せよ 


必要 な あら ゆる 手段 を 使っ て 彼ら と 協力 する 者 、 さ も な けれ ば 存在 を 停止 する 者 。 


